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３
月
５
日
　
安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

編
集
後
記

先
日
、
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
の
留
学
生
テ
ィ
ダ
ー
さ
ん
の
講
演
会

に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
テ
ィ
ダ
ー
さ
ん
は
、

平
成
16
年
５
月
か
ら
１
年
間
高
宮
町
で
暮

ら
し
、
伝
統
芸
能
が
ま
ち
の
活
性
化
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
研
究

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
▼
テ
ィ
ダ
ー
さ
ん

の
研
究
は
、
特
に
神
楽
に
視
点
が
あ
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。神
楽
は「
見
て
楽
し
い
」、「
人

が
集
ま
る
」、「
地
域
の
連
帯
」、「
親
睦
が
図

れ
る
」な
ど
の
力
を
持
っ
て
い
て
、伝
統
芸

能
と
地
域
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
が
そ
こ
に

あ
っ
た
と
、
自
身
の
取
材
か
ら
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
▼
講
演
会
の
後
に
行
わ

れ
た
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
１
年

間
で
親
し
く
な
っ
た
人
た
ち
が
大
勢
集
ま

り
ま
し
た
。
何
人
か
が
代
表
し
て
思
い
出

を
話
し
ま
し
た
。
テ
ィ
ダ
ー
さ
ん
へ
の
印

象
で
共
通
し
て
い
た
の
は
、
積
極
的
に
と

に
か
く
分
か
る
ま
で
聞
き
、ま
た
、何
で
も

吸
収
す
る
と
い
う
姿
勢
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

▼
参
加
者
た
ち
が
何
人
も
涙
ぐ
む
様
子
を

見
て
い
る
と
、
本
当
に
テ
ィ
ダ
ー
さ
ん
が

大
勢
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ
な
と
い

う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ダ
ー

さ
ん
の
が
ん
ば
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

テ
ィ
ダ
ー
さ
ん
か
ら
、
取
材
の
原
点
で
あ

る
「
大
勢
の
人
に
分
か
る
ま
で
話
を
聞
く

こ
と
の
大
切
さ
」を
教
わ
り
ま
し
た
。広
報

誌
づ
く
り
で
も
実
践
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

第１１回
カタクリ祭り

八千代湖畔
さくら祭り

第１１回
カタクリ祭り

八千代湖畔
さくら祭り

第１１回
カタクリ祭り
■内容　イベントハウスでは、
名物の「男味のうどん・そば」、
セリの入った「巻き寿司」な
どバザーを用意。

※花園へは車いすでも入れます。会
場スタッフにお気軽におたずね
下さい。

※トイレを増設しました。（スタッフ
の手作り。男性１箇所・女性２箇所）

※カタクリの見ごろは、桜の花の見
ごろと大体同じです。

【お問い合わせ】
カタクリ祭り事務局（増上）

℡４６－３０１４

■と　き　４月１日（土）
　　　　　　　　　～９日（日）
■ところ　向原町長田　川之内

八千代湖畔
さくら祭り

■内容　今年も約３００個のち
ょうちんが桜の花を照らし
ます。花見に、夜桜見物にお
越しください。

※点灯期間は予定です。

※持ち込まれたゴミの持ち帰りに協

力をお願いします。

【お問い合わせ】
八千代町湖畔祭実行委員会
（八千代町サイクリングター
　ミナル）　　℡５２－２８４１

■と　き
　３月２５日（土）～４月１６日（日）
　午後６時３０分～午後１０時
■ところ　八千代湖のどごえ公園

■と　き
　３月２５日（土）～４月１６日（日）
　午後６時３０分～午後１０時
■ところ　八千代湖のどごえ公園

桜ちょうちんの点灯

八
千
代
湖

会場

国道５４号線

県道
３７
号線

農村交流館
やすらぎ

運動公園

向原支所

会場

向原
駅

八
千
代
町

サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
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最
新
の
技
術
や
知
識
、
装
備
を
持
っ
た

署
員
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
回
り
ま
す
。

消
防
署
の
指
揮
下
に
入
り
、
後
方
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。
消
防
署
の
職
員
た

ち
の
力
を
認
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
ま
で
の
持
ち
場
を
譲
り
ま
す
。

　

一
方
、
消
防
署
の
職
員
た
ち
は
、
消

防
団
員
た
ち
に
よ
っ
て
育
て
て
も
ら
っ

た
と
い
う
感
謝
の
意
識
を
強
く
持
っ
て

い
ま
す
。
地
域
に
帰
れ
ば
大
先
輩
で
あ

る
団
員
が
、
自
分
た
ち
の
指
示
や
技
術

指
導
を
聞
き
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た

プ
ロ
と
し
て
見
て
も
ら
う
事
、
接
し
て

も
ら
う
こ
と
を
励
み
と
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
現
場
で
も
感
謝
す
る
こ
と
は
多
い

そ
う
で
す
。
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
水
利

を
教
え
て
も
ら
い
、
伸
ば
し
た
ホ
ー
ス

を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
最
小
限
に
災
害

を
食
い
止
め
、
多
く
の
市
民
に
「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
と
言
葉
を
か
け
て
も
ら

う
こ
と
で
、
大
き
な
自
信
を
つ
け
さ
せ

て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
災
害
が
、
大

規
模
に
な
る
こ
と
な
く
済
ん
で
い
る
こ

と
は
、
消
防
団
と
消
防
署
の
連
携
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
証
で
す
。
１
つ
で
も

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
大
災
害
へ

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
ま
で
で
抑

え
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と
目
と

目
で
言
葉
を
交
わ
し
、
次
の
出
動
に
備

え
て
現
場
か
ら
消
防
署
が
先
に
引
き
あ

げ
ま
す
。
災
害
の
大
小
は
関
係
な
く
、

と
に
か
く
災
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

た
こ
と
が
署
と
団
と
の
共
通
の
感
激
と

な
り
ま
す
。

一
番
大
変
な
時
に
支
え
ら
れ
る
仕
事

　

消
防
団
の
活
動
は
、
自
分
が
人
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
、
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
肌
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
人
が
一
番

大
変
な
と
き
に
、
そ
の
人
を
支
え
ら
れ

る
仕
事
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
は
ま
ち
の
中
核
と

な
る
い
ろ
い
ろ
な
人
の
集
ま
り
で
す
。

そ
の
中
に
入
る
と
、
必
ず
自
分
の
成
長

に
つ
な
が
り
ま
す
。
年
齢
の
差
、
職
種

の
差
が
あ
る
団
員
が
１
つ
の
目
的
に
向

か
っ
て
動
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
に

自
分
を
置
く
こ
と
は
、
自
分
を
鍛
え
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
し
、
他
の
団
員
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
ど
の
消
防
団
も
が
持
つ
共
通

の
課
題
に
、
団
員
の
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
団
も
後
継
者
不
足
は
こ
れ
か
ら
の

大
き
な
問
題
で
す
。
も
し
も
地
域
の
中

で
消
防
団
へ
の
入
団
の
依
頼
が
あ
っ
た

な
ら
、
ぜ
ひ
、
自
分
た
ち
の
力
で
人
を

支
え
る
、
地
域
を
支
え
る
と
い
う
こ
と

を
味
わ
う
た
め
に
も
入
団
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

災
害
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て

　

こ
れ
か
ら
の
消
防
署
と
消
防
団
の
活

動
と
し
て
大
切
な
こ
と
の
中
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
災
害
を
予
防
す
る
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
大
き
な
災
害
が
や
っ
て
く
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
幸
い
に
し
て
こ

の
安
芸
高
田
市
に
は
、
大
地
震
な
ど
大

き
な
災
害
は
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
な
ら
、
行
政

や
消
防
団
な
ど
で
救
え
る
命
と
い
う
の

は
、
本
当
に
わ
ず
か
な
の
で
す
。
そ
の

こ
と
は
阪
神
淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震

な
ど
で
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。
助
か
っ

た
命
の
大
部
分
は
、
自
ら
の
取
り
組
み

（
自
助
）と
、
市
民
同
士
の
助
け
合
い（
共

助
）
で
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど
、

地
域
で
の
災
害
に
対
す
る
体
制
づ
く
り

も
こ
れ
か
ら
は
大
切
で
し
ょ
う
。
市
民

全
体
で
無
災
害
を
祈
る
た
め
に
、
自
分

た
ち
で
で
き
る
予
防
も
大
切
で
す
。

安芸高田市

消防出初式
安芸高田市

消防出初式

①整列した消防団員たち。市消防団となる前から、

とてもまとまりがよく、どこかの町で大きな災害が

発生しそうならすぐに支援するという体制が伝統だ

った。②はっぴ姿の幼年消防クラブの園児たちがマ

ツケンサンバを踊る。③広島県の大会で準優勝した

メンバーによる小型ポンプ操法の模範演技の披露。

④応急消火訓練や高所救助などが行われた。

②

④

②

④

③③

①①

　

３
月
５
日（
日
）安
芸
高
田
消
防
へ
リ
ポ
ー

ト
で
安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
古
く
か
ら
「
今
年
も
１
年
間
が
ん

ば
ろ
う
」
と
消
防
団
員
や
消
防
署
員
が
、
自

ら
を
奮
い
立
た
せ
、
災
害
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
催
し
と
し
て
、
年
の
は
じ
め
１
月
に

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
昨
年
か
ら
、「
市
民
と
と

も
に
市
の
無
災
害
を
祈
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
決
め
、
防
災
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が

集
ま
り
、
ま
た
、
市
民
に
も
多
く
の
参
加
、

参
観
し
て
も
ら
っ
て
、「
み
ん
な
で
災
害
を
発

生
さ
せ
な
い
」
と
い
う
新
た
な
形
も
、
今
回

で
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
出
初
式
が
、

昔
も
今
も
、
消
防
団
員
と
消
防
署
員
が
結
束

を
深
め
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署

　

安
芸
高
田
市
の
消
防
団
と
消
防
署
と

の
関
係
は
、
広
島
県
内
で
も
他
が
う
ら

や
む
よ
う
な
良
い
関
係
に
あ
る
と
い
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
代
の
先
輩
た
ち
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
た
「
認
め
る
こ
と
と
感
謝
す

る
こ
と
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
伝
統
が

み
ん
な
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
も
消
防
署
員

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
プ
ロ
と
し
て
、

誇
り
を
持
っ
て
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
地
域
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
時
に
は
１
分

１
秒
早
く
現
場
に
か
け
つ
け
て
初
期
消

火
な
ど
に
当
た
り
ま
す
。
消
防
署
の
到

着
ま
で
は
最
前
線
で
災
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
、
署
員
が
到
着
し
た
な
ら
ば
、
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消防出初式の中で、それぞれ年数
を経過した消防団員に対し表彰状
が贈られました。

安芸高田市

消防出初式
安芸高田市

消防出初式

隊
団
員
）
山
崎
勝
宏（
向
原
第
１
分
団
団
員
）
益

原
秀
文（
向
原
第
３
分
団
団
員
）
佐
々
木
宏（
向

原
第
４
分
団
団
員
）

１０
年
以
上
勤
続
章�

土
居
浩
二（
吉
田
第
５
分
団
部
長
）
平
本
英
孝（
吉

田
第
２
分
団
班
長
）
竹
島
美
智
男（
美
土
里
第
４

分
団
班
長
）
前
金
幹
夫（
吉
田
機
動
分
団
団
員
）

田
村
俊
雄（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
上
田
勇（
吉

田
第
２
分
団
団
員
）
増
川
啓
二（
吉
田
第
３
分
団

団
員
）
川
崎
英
之（
吉
田
第
３
分
団
団
員
）
佐
伯

義
隆（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）
田
中
孝
弘（
吉
田

第
５
分
団
団
員
）
森
末
学（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）

宮
田
秀
登（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）
升
田
健
一（
吉

田
第
８
分
団
団
員
）
下
野
直
生（
八
千
代
第
２
分

団
団
員
）
乗
田
弘
昭（
八
千
代
第
２
分
団
団
員
）

東
信
生（
八
千
代
第
３
分
団
団
員
）
岡
原
剛（
八

千
代
第
４
分
団
団
員
）
小
浦
隆（
八
千
代
第
４
分

団
団
員
）
山
平
修（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
森

田
修（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
大
野
政
弘（
美

土
里
第
２
分
団
団
員
）
中
岡
良
次（
美
土
里
第
３

分
団
団
員
）
西
本
竜
夫（
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）

井
上
泰
宏（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）
上
仁
司（
美

土
里
第
４
分
団
団
員
）
宮
本
孝
幸（
美
土
里
第
４

分
団
団
員
）
城
美
貢
一（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）

川
森
博
継（
高
宮
第
１
分
団
団
員
）
三
戸
法
生（
高

宮
第
３
分
団
団
員
）
神
田
義
徳（
高
宮
第
３
分
団

団
員
）
田
村
久
夫（
高
宮
第
４
分
団
団
員
）
永
井

公
平（
高
宮
第
５
分
団
団
員
）
上
野
寿
彦（
高
宮

第
６
分
団
団
員
）
山
本
章
博（
甲
田
機
動
隊
団
員
）

竹
下
範
明（
甲
田
第
２
分
団
団
員
）
梶
田
義
則（
甲

田
第
２
分
団
団
員
）
田
中
雄
二（
甲
田
第
６
分
団

団
員
）
舩
川
雅
弘（
向
原
第
１
分
団
団
員
）
見
代

裕
樹（
向
原
第
２
分
団
団
員
）
国
岡
学（
向
原
第

３
分
団
団
員
）
有
岡
正
喜（
向
原
第
３
分
団
団
員
）

松
本
慎
司（
元
八
千
代
第
４
分
団
団
員
）
畠
久

夫（
元
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
圓
佛
文
昭（
元

高
宮
第
４
分
団
団
員
）
今
中
久
朝（
元
向
原
第
２

分
団
団
員
）

【
安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰
】

（
平
成
１８
年
１
月
１
日
）

５
年
以
上
勤
続
章�

山
崎
輝
夫（
吉
田
第
２
分
団
団
員
）
鳥
井
憲
三（
吉

田
第
２
分
団
団
員
）
西
名
真
一（
吉
田
第
３
分
団

団
員
）
竹
広
英
明（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）
牛
田

利
博（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）
松
本
真
一（
吉
田

第
５
分
団
団
員
）
曾
我
淳（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）

吉
川
晃
彦（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
田
岡
秋

男（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
藤
本
崇
雄（
八
千

代
第
２
分
団
団
員
）
田
口
真
司（
八
千
代
第
３
分

団
団
員
）
玉
川
一
宏（
八
千
代
第
４
分
団
団
員
）

井
野
聡（
八
千
代
第
４
分
団
団
員
）
渡
里
大
地（
八

千
代
第
４
分
団
団
員
）
青
野
誠（
八
千
代
第
４
分
団

団
員
）
南
免
羅
和
彦（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）

菅
原
真
二（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
松
下
巌（
美

土
里
第
２
分
団
団
員
）
山
崎
満（
美
土
里
第
３
分
団

団
員
）
稲
田
圭
介（
高
宮
機
動
隊
団
員
）
松
浦
志

伸（
高
宮
第
１
分
団
団
員
）
芦
田
浩
一
郎（
高
宮

第
１
分
団
団
員
）
倉
崎
裕
司（
高
宮
第
５
分
団
団
員
）

仁
井
田
克
幸（
高
宮
第
５
分
団
団
員
）
宮
根
信

彦（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
井
上
正
芳（
甲
田
第

１
分
団
団
員
）
片
岡
将
治（
甲
田
第
２
分
団
団
員
）

胤
森
昭
夫（
甲
田
第
４
分
団
団
員
）
立
川
義
和（
甲

田
第
７
分
団
団
員
）
大
田
拓
也（
向
原
第
４
分
団

団
員
）
大
丸
善
弘（
向
原
第
４
分
団
団
員
）
木
原

英
二（
元
高
宮
第
２
分
団
団
員
）

表
彰
受
章
者
の
披
露

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】（
平
成
１７
年
３
月
４
日
受
章
）

永
年
勤
続
功
労
章�

　

金
山
幸
治（
本
部
副
団
長
）

【
広
島
県
知
事
表
彰
】（
平
成
１７
年
９
月
１３
日
受
章
）

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員�

中
井
丈
二
郎（
甲
田
第
５
分
団
分
団
長
）
下
甲

英
昭（
吉
田
第
８
分
団
分
団
長
）
畠
田
康
信（
美

土
里
第
３
分
団
部
長
）
寺
田
爲
義（
元
甲
田
第
３

分
団
副
分
団
長
）

消
防
関
係
功
労
者

兼
近
環（

（財）
広
島
県
消
防
協
会
訓
練
指
導
員
）

感
謝
状
贈
呈

【
団
長
感
謝
状
】（
平
成
１８
年
１
月
１
日
）

樋
野
村
勉（
甲
田
第
３
分
団
分
団
長
）
朝
原
篤

（
高
宮
第
２
分
団
分
団
長
）
新
川
泰
博（
甲
田
第
７
分

団
分
団
長
）
小
野
博
明（
向
原
第
１
分
団
分
団
長
）

浮
田
真
治（
本
部
分
団
長
）
寺
田
爲
義（
甲
田

第
３
分
団
副
分
団
長
）
高
澤
靖
雄（
美
土
里
第
４

分
団
副
分
団
長
）
山
口
幸
弘（
甲
田
機
動
隊
副
分

団
長
）
従
金
徹（
向
原
第
２
分
団
副
分
団
長
）
中

川
博
視（
八
千
代
第
２
分
団
副
分
団
長
）
賀
志

古
恵（
八
千
代
第
４
分
団
副
分
団
長
）
秋
田
雅

朝（
高
宮
第
２
分
団
副
分
団
長
）
新
藤
司（
吉
田
第

４
分
団
副
分
団
長
）
船
田
満
博（
甲
田
第
１
分
団

副
分
団
長
）
三
上
信
行（
向
原
第
３
分
団
部
長
）

小
田
洋
介（
高
宮
機
動
隊
部
長
）
泉
文
生（
向
原

第
１
分
団
部
長
）
高
岡
元
晴（
甲
田
第
７
分
団
部
長
）

山
崎
直
人（
美
土
里
第
１
分
団
班
長
）
中
川
育

朗（
向
原
第
３
分
団
班
長
）
新
川
秋
夫（
甲
田
第

５
分
団
班
長
）
山
本
宗
徳（
甲
田
第
４
分
団
班
長
）

泉
利
彦（
高
宮
第
１
分
団
班
長
）
小
松
禎
己（
向

原
第
３
分
団
団
員
）
小
笠
原
正
臣（
美
土
里
第
３

分
団
団
員
）
作
田
静
男（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）
佐
々

木
亮（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
師
岡
幸
治（
美

土
里
第
２
分
団
団
員
）
圓
佛
文
昭（
高
宮
第
４
分

団
団
員
）
松
本
慎
司（
八
千
代
第
４
分
団
団
員
）

畠
久
夫（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
今
中
久
朝（
向

原
第
２
分
団
団
員
）
木
原
英
二（
高
宮
第
２
分
団

団
員
）

感
謝
状
授
賞
者
の
披
露

【
広
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
】

（
平
成
１７
年
９
月
１３
日
授
賞
）

特
別
功
績
章

佐
々
木
義
明（
本
部
副
団
長
）
藤
安
正
三（
美

土
里
第
１
分
団
団
員
）

表
彰
状
授
与

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】（
平
成
１８
年
３
月
３
日
）

永
年
勤
続
功
労
章　

上
田
照
明（
本
部
副
団
長
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】（
平
成
１８
年
２
月
１０
日
）

表
彰
旗　

安
芸
高
田
市
消
防
団

功
績
章

佐
々
木
義
明（
本
部
副
団
長
）

精
績
章

上
本
昭
二（
本
部
副
団
長
）
上
田
照
明（
本
部

副
団
長
）

３０
年
以
上
勤
続
章

新
田
巧（
本
部
副
団
長
）
島
広
正
行（
吉
田
第
６

分
団
分
団
長
）
中
川
美
則（
高
宮
第
４
分
団
分
団
長
）

朝
胡
昌
宏（
吉
田
第
１
分
団
副
分
団
長
）
藤
川

久
幸（
甲
田
第
５
分
団
副
分
団
長
）
俵
秀
樹（
吉

田
第
３
分
団
部
長
）
日
高
博
行（
美
土
里
第
４
分

団
団
員
）
沖
野
文
雄（
向
原
第
４
分
団
団
員
）

優
良
婦
人
消
防
隊
員（
功
績
章
）

兼
安
浩
子（
山
田
婦
人
消
防
隊
元
隊
長
）

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

（
平
成
１８
年
１
月
１
日
）

功
績
章

兼
近
環（
本
部
副
団
長
）
宮
岡
泰
之（
本
部
副
団

長
）
松
本
英
治（
本
部
副
団
長
）
中
川
美
則（
高
宮

第
４
分
団
分
団
長
）

２５
年
以
上
勤
続
章

加
藤
和
行（
八
千
代
第
１
分
団
副
分
団
長
）
岡

本
一
也（
甲
田
第
５
分
団
部
長
）
西
川
公
夫（
吉

田
機
動
分
団
班
長
）
隅
田
克
良（
吉
田
第
１
分
団

班
長
）
植
崎
正
明（
吉
田
第
１
分
団
班
長
）
佐
々

木
靖（
八
千
代
第
４
分
団
班
長
）
大
野
義
信（
美

土
里
第
２
分
団
班
長
）
山
広
正
見（
美
土
里
第
４

分
団
班
長
）
前
川
敏
成（
甲
田
第
５
分
団
班
長
）

小
都
幹
夫（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
河
野
正
治（
吉

田
第
８
分
団
団
員
）
橋
川
浩
秋（
美
土
里
第
４
分

団
団
員
）
古
満
秀
幸（
向
原
第
３
分
団
団
員
）
從

金
徹（
元
向
原
第
２
分
団
副
分
団
長
）
小
笠
原

正
臣（
元
美
土
里
第
３
分
団
団
員
）

２０
年
以
上
勤
続
章

寺
本
裕
隆（
甲
田
第
１
分
団
分
団
長
）
中
谷
文

彦（
高
宮
機
動
隊
分
団
長
）
水
野
愼
介（
甲
田
第

２
分
団
分
団
長
）
富
田
浩
二（
吉
田
機
動
分
団
副

分
団
長
）
田
丁
義
久（
高
宮
第
３
分
団
副
分
団
長
）

永
崎
雄
二（
高
宮
第
５
分
団
副
分
団
長
）
上
藤

勝
己（
甲
田
第
６
分
団
副
分
団
長
）
児
玉
正
俊（
向

原
機
動
隊
副
分
団
長
）
佐
伯
吉
宏（
向
原
第
３
分

団
副
分
団
長
）
出
口
義
弘（
吉
田
第
６
分
団
部
長
）

恵
南
洋
一
郎（
八
千
代
第
１
分
団
部
長
）
道
沖

義
男（
八
千
代
第
３
分
団
部
長
）
平
田
弘
幸（
高

宮
第
５
分
団
部
長
）
新
竹
龍
吉（
向
原
機
動
隊
部
長
）

栗
本
裕
昭（
美
土
里
第
１
分
団
班
長
）
谷
本
敏

昭（
美
土
里
第
３
分
団
班
長
）
国
広
秀
文（
美
土

里
第
３
分
団
班
長
）
小
野
直
樹（
向
原
第
１
分
団

班
長
）
立
田
昭
男（
吉
田
機
動
分
団
団
員
）
中
村

幸
輔（
吉
田
機
動
分
団
団
員
）
下
土
居
強（
吉
田

第
３
分
団
団
員
）
土
井
文
哉（
八
千
代
第
１
分
団

団
員
）
泉
恒
之（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
岩
倉

信
之（
美
土
里
第
１
分
団
団
員
）
迫
田
達
司（
美

土
里
第
２
分
団
団
員
）
岸
本
孝
四
郎（
美
土
里
第

３
分
団
団
員
）
亀
井
康
弘（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）

樫
本
隆
弘（
甲
田
第
３
分
団
団
員
）
粟
森
敏
彦（
向

原
第
４
分
団
団
員
）
浮
田
真
治（
元
本
部
分
団
長
）

泉
文
生（
元
向
原
第
１
分
団
部
長
）
新
川
秋
夫（
元

甲
田
第
５
分
団
班
長
）
佐
々
木
亮（
元
八
千
代
第

１
分
団
団
員
）

１５
年
以
上
勤
続
章�

見
附
泰
信（
本
部
分
団
長
）
谷
本
章
三（
吉
田

第
５
分
団
副
分
団
長
）
森
末
修（
吉
田
第
７
分
団
部
長
）

三
谷
賢
治（
吉
田
第
３
分
団
班
長
）
竹
野
内
雅

之（
美
土
里
第
４
分
団
班
長
）
山
縣
勳
二（
高
宮

第
１
分
団
班
長
）
辰
己
一
馬（
甲
田
第
１
分
団
班
長
）

戸
田
盟
人（
甲
田
第
１
分
団
班
長
）
山
本
康
宏（
甲

田
第
２
分
団
班
長
）
田
中
安
広（
甲
田
第
６
分
団

班
長
）
川
野
洋
二（
向
原
機
動
隊
班
長
）
白
鷺
和

亀（
向
原
第
１
分
団
班
長
）
吉
村
耕
治（
向
原
第

３
分
団
班
長
）
佐
々
木
徹（
吉
田
機
動
分
団
団
員
）

寺
本
宏
明（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）
竹
本
忠
夫

（
吉
田
第
６
分
団
団
員
）
中
島
孝
浩（
吉
田
第
７
分
団

団
員
）
安
清
民
三（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
竹

添
正
弘（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
前
岡
和
美（
八

千
代
第
１
分
団
団
員
）
小
椋
隆
滋（
八
千
代
第
４

分
団
団
員
）
事
崎
一
弘（
八
千
代
第
４
分
団
団
員
）

藤
田
隆
幸（
美
土
里
第
２
分
団
団
員
）
遠
野
誠（
高

宮
第
１
分
団
団
員
）
児
玉
晃（
高
宮
第
２
分
団
団
員
）

折
田
誠
輝（
高
宮
第
３
分
団
団
員
）
秋
本
則
之（
高

宮
第
４
分
団
団
員
）
田
村
美
智
夫（
高
宮
第
６
分

団
団
員
）
前
川
清
隆（
甲
田
第
５
分
団
団
員
）

【
広
島
県
消
防
協
会
安
芸
高
田
支
部
長
表
彰
】

（
平
成
１８
年
１
月
１
日
）

功
績
章�

吉
見
克
彦（
吉
田
第
２
分
団
部
長
）
箱
崎
孝
文（
八

千
代
第
４
分
団
部
長
）
高
廣
明
雄（
美
土
里
第
３

分
団
班
長
）
岡
田
雅
彦（
高
宮
第
２
分
団
班
長
）

前
寿
成（
甲
田
機
動
隊
班
長
）
土
井
実
貴
男（
甲

田
機
動
隊
班
長
）
岡
田
和
之（
向
原
機
動
隊
班
長
）

大
崎
健
治（
向
原
第
２
分
団
班
長
）
久
光
正
士（
吉

田
機
動
分
団
団
員
）
中
重
孝
洋（
吉
田
第
１
分
団

団
員
）
矢
賀
谷
一
明（
吉
田
第
１
分
団
団
員
）
瀬

戸
豊
昭（
吉
田
第
３
分
団
団
員
）
土
河
昌
司（
吉

田
第
３
分
団
団
員
）
平
川
隆
浩（
吉
田
第
３
分
団

団
員
）
船
津
義
隆（
吉
田
第
４
分
団
団
員
）
森
新

孝
則（
吉
田
第
５
分
団
団
員
）
谷
本
浩
三（
吉
田

第
６
分
団
団
員
）
久
城
祐
二（
吉
田
第
７
分
団
団
員
）

黒
田
伸
和（
八
千
代
第
１
分
団
団
員
）
深
田
泰

正（
八
千
代
第
４
分
団
団
員
）
織
田
明
彦（
美
土

里
第
２
分
団
団
員
）
山
岡
佐
智
雄（
美
土
里
第
３

分
団
団
員
）
若
宮
文
法（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）

道
林
順
二（
美
土
里
第
４
分
団
団
員
）
小
川
和

幸（
高
宮
第
１
分
団
団
員
）
吉
岡
琢（
高
宮
第
２
分

団
団
員
）
井
上
英
樹（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
福

田
拓
行（
高
宮
第
６
分
団
団
員
）
桑
名
聡（
高
宮

第
６
分
団
団
員
）
谷
本
隆
博（
甲
田
第
５
分
団
団
員
）

下
小
城
和
浩（
甲
田
第
６
分
団
団
員
）
槙
原
秀

一（
向
原
機
動
隊
団
員
）
三
宅
芳
弘（
向
原
機
動



長寿から

　元気で長生き
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④
負
担
の
在
り
方
・
制
度
の
運
営
の

見
直
し
↓
第
１
号
保
険
料
の
設
定

方
法
の
見
直
し
、
要
介
護
認
定
の

見
直
し
、
市
の
保
険
者
機
能
の
強

化
な
ど

制
度
改
正
に
お
け
る
主
な
取
組
み

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
で
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
や
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

市
が
指
定
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

　

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
、
地

域
に
お
け
る
Ⅰ
介
護
予
防
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
Ⅱ
総
合
相
談
、
Ⅲ
権
利

擁
護
、
Ⅳ
包
括
的
・
継
続
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

③
新
予
防
給
付
・

　

地
域
支
援
事
業
の
創
設

　

要
支
援
１
・
２
の
方
を
対
象
と

す
る
「
新
予
防
給
付
」
が
創
設
さ

れ
ま
す
。
ま
た
介
護
保
険
対
象
外

の
方
に
対
し
て
も
、
介
護
予
防
の

た
め
の
「
地
域
支
援
事
業
」
が
創

設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
作
成
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
利
用
し
ま
す
。

介護保険

長寿から

　元気で長生き

新しい介護保険　認定の改正やサービスの利用方法

４月から介護保険制度が変わります

　これまでの要介護１に該当する人は、心身
の状態によって要支援２と要介護１に分かれ
ます。これまでの要支援に該当する人は、要
支援１となります。

これまで平成１８年
４月から

６段階７段階

要　支　援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護認定
の非該当者

介護は必要ないが、
虚弱な高齢者

要介護認定の非該
当者

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

介護保険の対象者
にはならないが、
生活機能が低下し
ている虚弱高齢者
など、将来的にそ
の可能性が高い人
など

介護保険の対象者
だが、要介護状態
が軽く、生活機能
が改善する可能性
の高い人など

介護保険のサービ
スによって、生活
機能の維持・改善
を図ることが適切
な人など

※総合検診または１日人間
ドック検診を受け特定高
齢者と決定された方です。

自立して生活しているが、下肢
機能の低下や低栄養、閉じこも
りなどが心配される人。

日常生活の一部に介助が必要だが、
適切にサービスを利用すれば改
善する見込みの高い人。

介護予防の対象者
（地域支援事業）

保健師などによる
アセスメントおよび
ケアプラン作成

介護給付の対象者
（要介護１～５）

新予防給付の対象者
（要支援１・２）

日常生活において介助を必要と
する度合いの高い人。

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

介護予防マネジメント

ケアマネジメント

地
域
支
援
事
業
の

介
護
予
防
事
業
を
利
用

介護予防事業
要支援や要介護状態
になるリスクの高い
人を対象として、通
所介護事業において
運動器の機能を向上、
栄養改善、口腔機能
の向上などのメニュー
を取り入れたサービ
スを利用します。ま
た認知症あるいは閉
じこもりなどの人に
対しては保健師がお
宅を訪問します。

新予防給付
介護予防通所介護や
介護予防通所リハビ
リテーションのサー
ビスにおいて、運動
器の機能向上や、栄
養改善、口腔機能の
向上などのメニュー
を取り入れたサービ
スを利用します。

介
護
保
険
の

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

介
護
保
険
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

介護予防事業

ケアプラン

予防給付

ケアプラン

チェックリストなどを用い
て利用者の心身の状態など
を把握し、課題を分析してケ
アプランを作成
します。

サービス担当者
との話し合い
対象者の個々の状態に
応じ、具体的な目標を
設定します。

介護予防
ケアプランの確定
目標を設定して利用す
るサービスを決定します。

保健師などによる
アセスメントおよび
ケアプラン作成

サービス担当者
との話し合い
目標を設定して、それを
達成するための支援メ
ニューを、利用者・家族
とサービス担当者を含
めて検討します。

介護予防
ケアプランの確定
目標を達成するための
サービスの種類や回数
を決定します。

介護給付

ケアプラン

ケアマネジャーによる
アセスメントおよび
ケアプラン作成
利用者の心身の状態や環境、
生活歴などを把握し、課題を
分析してケアプランを作成し
ます。

サービス担当者
との話し合い
本人の力を引き出せる
ようなサービスを、利用
者・家族とサービス担当
者を含めて検討します。

ケアプランの
確定
利用するサービスの種
類や回数を決定します。

保健師
など

保健師
など

サービス
担当者

サービス
担当者

サービス
担当者

ケア
マネジャー

アセスメント票や本人・家族
との話し合いにより、利用者
の心身の状態や環境、生活歴
などを把握し、課題を分析し
てケアプランを
作成します。

　

明
る
く
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
つ

く
る
こ
と
、
制
度
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
、

在
宅
と
施
設
の
利
用
者
負
担
の
公
平

性
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
介
護
保

険
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
の
主
な
内
容

①
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換（
新

予
防
給
付
の
創
設
、
地
域
支
援
事

業
の
創
設
）

②
施
設
給
付
の
見
直
し
↓
居
住
費
用
・

食
費
の
見
直
し（
平
成
１７
年
１０
月
か

ら
）な
ど

③
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立
↓

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

な
ど



「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

　
　

介
護
予
防
の
拠
点
と
な
り
ま
す
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地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資

源
を
使
っ
て
、
高
齢
者
の
生
活
を
総

合
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と

し
て
、
安
芸
高
田
市
が
主
体
と
な
り

新
し
く
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
保
健

師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
介
護
予

防
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
へ
の
総
合
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。
公
正
・
中
立

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民

や
関
係
職
種
に
よ
る
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

■
安
芸
高
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
安
芸
高
田
市
役
所
第
１
分

庁
舎
１
階
に
設
置
し
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

　
　

介
護
予
防
の
拠
点
と
な
り
ま
す

介護保険長寿から元気で長生き

住宅改修が
　　　見直されます。

　４月１日以降に住宅改修
を行う場合は、事前に市へ
申請書を提出する事前申請
制度に変わります。（制度改
正前は、事前に支給の申請
書を提出することが義務付
けられていませんでした。）
※�事前に申請せずに工事をされ

た場合は、給付の対象となり
ませんのでご注意ください。

福祉用具の購入が
　　　見直されます。

　４月１日以降に福祉用具
を購入する場合は、あらか
じめ広島県から指定を受け
た事業者からの購入しか給
付の対象となりません。（事
業者の指定制度の導入）
※指定されていない事業者から

福祉用具を購入された場合は、
給付の対象となりませんので
ご注意ください。

地域包括支援センターが行うおもな事業

■地域の高齢者への総合的な支援（包括的支援事業）

●介護予防ケアマネジメント

介護予防の相談や介護予防ケアプランの策定を行い
ます。

●総合相談・支援

介護保険だけではなく、さまざまな制度や地域資源
を利用した総合的な支援を行います。

●権利擁護、虐待早期発見・防止

高齢者や障害者の人権や財産を守る権利擁護事業の
拠点として、成年後見制度の活用や虐待の早期発見・
防止を進めていきます。

●包括的・継続的ケアマネジメント

ケアマネジャーのネットワークの構築や、困難事例
に対する助言などを行います。

地域包括支援センター運営協議会

行政・介護保険被保険者・住民団体・医師会・

歯科医師会・介護サービス事業所・居宅介護支

援事業所などの代表者

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
の

介
護
保
険
料

　

６５
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の
負
担

が
平
成
１８
年
度
か
ら
１８
％
か
ら
１９
％

に
、
４０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
の
保

険
料
が
平
成
１８
年
度
か
ら
３２
％
か
ら

３１
％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
の

介
護
保
険
料

新 し い 保 険 料 段 階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

基準額×０.５　

基準額×０.５　

基準額×０.７５

基　準　額

基準額×１.２５

基準額×１.５　

保険料額

●老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯全員が
　住民税非課税の場合　●生活保護の受給者

●本人および世帯全員が住民税非課税で、合計所
　得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人

●本人および世帯全員が住民税非課税で、第２段
　階以外の人

●本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者が
　いる場合）

●本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円
　未満の人

●本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円
　以下の人

市区町村の
介護保険給付費

６５歳以上
（第1号被保険者）
の人の保険料
19％

４０歳から６４歳
（第２号被保険者）
の人の保険料
31％

市の負担
12.5％
市の負担
12.5％

県の負担
12.5％
県の負担
12.5％

国の負担
25％
国の負担
25％

６５歳以上
（第1号被保険者）
の人の保険料
19％

４０歳から６４歳
（第２号被保険者）
の人の保険料
31％

相
談
の
と
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
相

談
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
他
に
も
、
市
内

に
６
つ
あ
る
身
近
な
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー（
※
図
参
照
）で
も
受
け
付
け
て

い
き
ま
す
。
こ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
一

体
と
な
っ
て
、
安
芸
高
田
市
の
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
機
関
で
す
。

ま
た
今
ま
で
と
同
様
に
市
役
所
や
各
支

所
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
？

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
総
合
的

に
支
援
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者

一
人
ひ
と
り
の
健
康
の
状
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
虚
弱
高

齢
者
の
方
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
、
健
診

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
１
日
人
間
ド
ッ
ク
や
総
合
検
診

を
積
極
的
に
受
診
し
て
下
さ
い
。
そ
の
他
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
健
康
チ
ェ
ッ

ク
に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉田・甲田在宅介護支援センター 百楽荘

吉田町在宅介護支援センター JA吉田総合病院

八千代町在宅介護支援センターレークサイド土師

高美園 在宅介護支援センター

在宅介護支援センター 甲田（特養甲田）

向原 在宅介護支援センター（かがやき）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
安
芸
高
田
市
）

こ
の
た
び
の
制
度
改
正
の
メ
イ
ン
と
も

い
え
る
介
護
予
防
。
な
ぜ
予
防
が
必
要

に
な
っ
た
の
か
、
介
護
予
防
と
は
ど
う

い
っ
た
も
の
か
な
ど
、
介
護
保
険
担
当

課
で
あ
る
高
齢
者
福
祉
課
で
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

※　
　

※　
　

※　
　

※　
　

※

こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
制
度
の
課
題
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

主
な
課
題
と
し
て
は
制
度
が
始
ま
っ

た
平
成
１２
年
に
比
べ
、
介
護
度
が
比
較

的
軽
い（
要
支
援
と
要
介
護
１
）認
定
を

受
け
た
人
が
急
激
に
増
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
、
例
え
ば
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
み
て
も
、
高
齢
者
一
人
ひ

と
り
症
状
が
違
う
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
じ
部
屋
で
、
同
じ
種
類
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
ち
ょ
う
ど
良
い
人
も

い
れ
ば
、
も
の
足
り
な
い
と
感
じ
る
人

も
い
た
は
ず
で
す
。
も
の
足
り
な
い
人

に
は
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
、
国
の
制
度
改
正
の
見

直
し
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
る
も
の
の
状
態
の
改
善
に

は
向
か
わ
ず
、
結
果
的
に
軽
度
認
定
者

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
か
必
要
で
な
い
か
の
２
つ
に
分

け
て
い
た
も
の
を
、
①
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
、
②
介
護
予
防
が
必
要
、
③
虚

弱
な
た
め
地
域
支
援
事
業
の
介
護
予
防

事
業
が
必
要
、
④
一
般
の
高
齢
者
対
策

と
い
う
４
つ
に
分
け
る
こ
と
で
、
高
齢

者
の
心
身
機
能
の
程
度
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
認
定
の
重

度
化
を
防
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
を
ど
ん
な
も
の
と
考
え
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
だ
れ
も
が
、「
で
き
る
こ
と
な

ら
ば
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
な
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
思

わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
介
護
予
防
は
、

そ
の
理
想
を
で
き
る
か
ぎ
り
実
現
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

生
活
の
中
で
何
か
不
自
由
な
こ
と
が
出

て
き
た
と
き
、
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
介
護

保
険
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
今
ま
で
と
同
じ
生
活
を
お
く
る
た
め
、

「
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
相
談
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
軽
度
の
生
活
機
能
低
下
が

み
ら
れ
る
時
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

重
度
化
を
予
防
（
水
際
作
戦
）
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
の
は
ど
ん
な
時
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
安
芸

高
田
市
内
に
１
か
所
、
吉
田
に
置
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
の
は
、
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このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー
です。
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。

連絡先
安芸高田市　企画課
TEL ４２－５６１２

〒７３１－０５９２
安芸高田市吉田町吉田７９１番地

Eメール　info@akitakata.jp

ホット
な

話  題

　２月２８日（火）恒例となっているサンフレッチェ広島優勝祈願が行われ、小野

監督、森　キャプテンほか選手役員が今シーズンのＪリーグ優勝を、毛利元就ゆ

かりの清神社に祈願しました。

　この日、応援にかけつけた地元の吉田保育所の年長組の園児の皆さんは、選手

といっしょの記念写真を撮ってもらいました。

選手の皆さんがんばってね。
サンフレッチェ広島が優勝祈願！

　２月１８日（土）向原若者センターで向原町地域振興会役員研修

会が開催され、役員がおよそ１２０人集まりました。町内の９の地

域振興会の代表者が活動報告や課題・悩みなどを発表し合いました。

　この会に、安芸高田市地域振興アドバイザーである小田切徳美

先生も参加。特に広報活動と環境保全の取り組みには感心された

様子で、「設立して２年余りとしては大変よく活動されている」と

評価されていました。研修会終了後、交流会があり、振興会相互の

交流を一層深め、役員たちは活動のさらなる盛り上がりに向けて

話を弾ませていました。

「協働のまちづくりは小さな一歩から」
向原地域振興会役員研修会開催

　２月１９日（日）、吉田運動公園で安芸高田市立小・中学校

ＰＴＡソフトバレーボール大会が開催されました。市内の小・

中学校から５０チーム、３６０人以上が参加しました。

　声をかけあいながら保護者や教職員と子どもが同じチー

ムでプレーしました。当日は寒い日でしたが、半そででの

参加者も大勢見られ、ボールに飛びついたり滑り込んだり

と熱気あふれるプレーが随所で見られ、市内ＰＴＡ交流事

業として第２回目の今回も大いに盛会の運びとなりました。

寒さに負けず、親子でボールを追いかけた
小・中学校ＰＴＡソフトバレーボール大会

　子ども会連合会の設立を祝う講演会が、３月４日（土）美土

里生涯学習センターまなびで開催されました。参加した子ど

も会関係者らは、事例発表や吉田警察署の田山署長や市安全

推進室の担当者からの講話・講演を聞き、子ども会連合会指

導員からレクレーションの指導を受けました。

　事例発表では、小原地域振興会の事務局長である田村元さ

んが、子どもたちを守る取り組みを紹介しました。「地域の機

運も高まりつつある。地域全体としてより充実するように、

子ども会の皆さんにも更なる協力を得たい」と呼びかけました。

子どもたちを守るため、さらなる協力を
安芸高田市子ども会連合会設立記念講演会

　３月９日（木）八千代町のひの川幼稚園で、そつえん茶会が

開催され、年長クラスの子どもたち８名が保護者や地元の老

人会の皆さんに、春から学んできたお手前を披露しました。

　子どもたちはこのお茶をたてる作法から、伝統的な文化や

あいさつ、正しい姿勢などを学ぼうと週に１度習ってきました。

お茶を飲み終えた保護者からは「子どもたちにとっても落ち

着いた気持ちになれる良い時間だと思う。とても感動しました」

と子どもの凛とした姿を見て微笑んでいました。

学んできたお手前をみんなに披露
ひの川幼稚園そつえん茶会

　八千代町の芸術農園「四季の里」八千代の丘美術館で「安芸高田市児童・生徒自画像展」が開催され、安芸高

田市内の小中学校児童生徒が応募した１,７８４点から選ばれた入賞入選作５６点が、美術館センターギャラリーに

展示されました。

　2月１１日（土）には、優秀賞の授賞式を開催しました。作品選者の入館作家・堀研さんは「自分らしさがよく

表現されている。1枚1枚がとてもおもしろい」と評価。鉛筆や絵具で描かれた子どもたちの自画像は、いずれ

も個性的で未来を見据えるかのようにまっすぐ前を見つめていました。

まっすぐ前を見つめて　力作1,784点の応募
第3回安芸高田市児童生徒自画像展

佐々田美波さん
（高宮中２年）

さ　さ　だ　み　なみ

上川　秋乃さん
（根野小２年）

かみかわ　　あき の
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ち
の
保
護
者
は
「
本
当
に
幸
せ
者
だ
と

思
い
ま
す
。
す
ご
い
人
た
ち
に
教
え
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
は
分
か
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
と

て
も
良
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

な
ん
だ
か
甲
田
町
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
気
が
し
ま
す
」
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

が
も
っ
と
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
し
た
。

　

湧
永
製
薬
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
部
長

で
、
安
芸
高
田
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

の
副
会
長
で
も
あ
る
山
本
伸
二
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
以
前
、
選
手
時

代
に
は
小
学
校
へ
指
導
に
行
っ
た
経
験

も
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
喜
び
、「
地
道
な
活
動
が
着
実

に
実
を
結
ん
で
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
ル
ー
ル
、
礼
儀
、

規
律
を
守
っ
て
楽
し
く
や
れ
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

通
じ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
が
し
っ
か
り
と

守
れ
た
ら
、
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
教
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
湧
永
の
選
手
た
ち
に
と
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
は
良
い
機
会
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
時
た
ま
見

せ
る
一
瞬
の
動
き
が
自
分
の
プ
レ
ー
の

参
考
に
な
っ
た
り
、
レ
フ
リ
ー
を
す
る

こ
と
で
逆
の
立
場
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
た
り
と
勉
強
が
で
き
ま
す
」
と
お
互

い
が
良
い
効
果
を
生
ん
で
い
る
と
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
向
け
て

　

甲
田
中
学
校
の
北
村
先
生
は
、「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
や
マ
ナ
ー
の
面
を
全
国
レ
ベ

ル
の
チ
ー
ム
か
ら
学
び
た
い
」
と
語
り
、

向
原
高
校
の
元
田
先
生
は
、「
本
当
の
目

標
は
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
今
回
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
て
帰
り
た
い
。

力
が
出
し
切
れ
れ
ば
初
戦
は
突
破
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
と
全
国
大
会
に
向

け
て
選
手
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
全
国
に
こ
の
安
芸
高
田
の
地
名

を
広
め
て
く
れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
全
国
へ

3
チ
ー
ム
が
挑
戦

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
全
国
へ

3
チ
ー
ム
が
挑
戦

　

こ
の
春
、
安
芸
高
田
市
内
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
３
チ
ー
ム
が
、
全
国
大
会
へ

出
場
し
ま
す
。

　

向
原
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
３
月
22
日
か
ら
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全

国
選
抜
大
会
へ
初
出
場
を
し
ま
す
。
向
原
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
と
し
て
は
平
成

15
年
に
男
子
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
以
来
の
快
挙
で
す
。

　

ま
た
、
甲
田
ク
ラ
ブ
男
子
・
女
子（
甲
田
中
学
校
）は
、
３
月
25
日
か
ら
富
山
県

で
開
催
さ
れ
る
、
第
１
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
広
島

県
予
選
を
突
破
し
て
、
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

向原高等学校ハンドボール部女子

壮行式にのぞむ全国大会の出場者。選手たちは１

つ勝つことが目標と力強く語った。

甲田クラブ男子（甲田中学校）

中本　拓也さん（１年生）　　山手　就策さん（２年生）

緒方　星耶さん（１年生）　　天野凌太郎さん（１年生）

沖田　朋也さん（１年生）　　垰　　慎哉さん（１年生）

玉井　将也さん（１年生）　　中尾　大地さん（１年生）

藤田　知也さん（１年生）　　前川　貴紀さん（１年生）

明木　　源さん（１年生）　　政岡　拓己さん（１年生）

森川　敬介さん（１年生）

甲田クラブ女子（甲田中学校）

倉井　美春さん（１年生）　　竹内　　彩さん（２年生）

板倉　里奈さん（１年生）　　名明　千佳さん（１年生）

広兼　沙希さん（１年生）　　前　　侑果さん（１年生）

（2年生　向原中出身）　　　　　　　　（2年生　甲田中出身）

（2年生　甲田中出身）　　　　　　　　（2年生　八次中出身）

（2年生　甲田中出身）　　　　　　　　（1年生　白木中出身）

（1年生　白木中出身）　　　　　　　　（1年生　白木中出身）

（1年生　向原中出身）　　　　　　　　（1年生　吉田中出身）

高橋　　希さん　　　　　　　　　徳山あさみさん

川井　莉沙さん　　　　　　　　　新田　理奈さん

寺尾　育恵さん　　　　　　　　　今田　章可さん

植木　絢香さん　　　　　　　　　坂田　梨奈さん

升岡　幸子さん　　　　　　　　　佐伯　　優さん

小学校の先生からは子どもたちに、一流の人たち

の技術だけでなく、人としてすごいなと思うとこ

ろは全部学べと教えられているという。

安
芸
高
田
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
が

主
催
し
た
壮
行
式

　

３
月
１２
日（
日
）湧
永
満
之
記
念
体
育

館
で
、
全
国
大
会
出
場
選
手
た
ち
の
健

闘
を
祈
る
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
の
中
で
、
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
中
山
監
督
は
「
今
回
の
大
会

で
は
全
国
大
会
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

を
見
て
き
て
も
ら
い
、
ま
す
ま
す
こ
れ

か
ら
強
豪
と
な
る
た
め
の
道
を
切
り
拓

い
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
た
ち
を
代

表
し
て
向
原
高
校
の
徳
山
キ
ャ
プ
テ
ン

が
「
一
人
ひ
と
り
が
全
力
を
つ
く
し
、

何
か
一
つ
で
も
よ
い
も
の
を
持
っ
て
帰

り
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
壮
行
式
の
様
子
を
、
こ
の
式
の

前
に
行
わ
れ
た
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会
に
出
場
し
た
甲
田
町
内
３
小
学

校
の
児
童
た
ち
約
１
０
０
名
も
見
学
し

ま
し
た
。
今
回
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

甲
田
町
出
身
の
選
手
の
ほ
と
ん
ど
は
、

こ
の
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
の

経
験
者
で
す
。

30
年
以
上
続
く

湧
永
製
薬
の
選
手
た
ち
に
よ
る
指
導

　

こ
の
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
は
、

湧
永
製
薬
（株）
広
島
事
業
所
の
全
面
的
な

協
力
で
運
営
で
き
て
い
ま
す
。
年
２
回

開
催
さ
れ
る
大
会
に
向
け
、
甲
立
・
小

田
東
・
小
田
小
学
校
に
２
人
ず
つ
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
の
選
手
が
、
５
月
か
ら
７

月
と
、
１
月
か
ら
３
月
の
期
間
、
週
１

回
１
時
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
へ
指

導
に
出
か
け
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

昭
和
４０
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

３０
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー

た
ち
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

近
所
の
お
兄
さ
ん
的
な
存
在
で
す
。
教

室
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
聞
く
と
、「
私

た
ち
素
人
に
も
分
か
り
や
す
く
教
え
て

く
れ
る
」、「
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
」

な
ど
と
感
想
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
選
手
た
ち
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
つ
け
て
呼
ん
で
い
る
ん
だ
と
、
と

て
も
親
し
い
関
係
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
教
室
の
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
も
楽
し

く
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
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ま

ち

づ

く

り

安
芸
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

こ
の
一
年

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
も
ま
も
な
く

１
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
は
、
住
民
と
行
政
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
、
協
働
の
関
係
を
構
築

し
て
い
く
た
め
、

①
「
市
内
３２
の
地
域
振
興
組
織
間
の

情
報
交
換
や
活
動
連
携
」

②
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
調
査
研

究
や
各
種
計
画
づ
く
り
へ
の
参
画
」

③
「
市
の
主
要
事
業
の
執
行
状
況
の

把
握
」

④
「
課
題
解
決
へ
の
意
見
集
約
や
協
議
、

市
民
参
画
の
推
進
に
か
か
る
提
案
」

な
ど
の
役
割
と
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

継
続
的
な
協
働
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

安
芸
高
田
市
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
上
で
重
要
な
委
員
会
で
す
。

　

平
成
１７
年
度
は
次
の
と
お
り
５
回

の
委
員
会
と
、
４
回
の
正
副
委
員
長

会
議
、
市
民
活
動
保
険
に
つ
い
て
の

小
委
員
会
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

あきたかたトピックス

市政の動き

　

新
市
建
設
計
画
の
重
点
事
業
の
一

つ
と
し
て
向
原
町
戸
島
に
建
設
が
進

め
ら
れ
て
き
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
安
芸
高
田
市
内
旧
町

域
す
べ
て
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
が

や
き
の
落
成
式
が
、
２
月
２５
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
中
で
児

玉
市
長
は
、「
地
域
と
連
携
し
、
関
係

者
一
同
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
落
成

式
に
引
き
続
い
て
、
指
定
管
理
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
１
日
か
ら

こ
の
施
設
の
管
理
者
と
な
る
社
会
福

祉
法
人
ち
と
せ
会
の
澤　

晉
一
理
事

長
に
、
児
玉
市
長
が
指
定
管
理
者
指

定
書
を
交
付
し
ま
し
た
。
澤　

理
事

長
は
、「
医
師
会
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
、

吉
田
病
院
と
も
連
携
し
て
、
入
居
者

の
自
立
支
援
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
見
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
管
理
者
と
し
て

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
老
人
ホ
ー
ム
は
、
平
成

１０
年
か
ら
運
営
し
て
い
る
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
お
り
、「
一
人

ひ
と
り
が
、
自
立
し
尊
厳
を
も
っ
て

充
実
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
を
目

指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
貫
し
た

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
完
成
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
大
き
な
特
徴
は
、
小
規
模

生
活
単
位
型
と
い
う
点
で
す
。
自
宅

で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
高
齢
者
に
、
自
宅
と
同
じ
よ

う
な
環
境
で
生
活
が
お
く
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
洗
面
台
と
ト
イ
レ
が
設
け

ら
れ
て
い
る
個
室
が
５０
室
あ
り
、
自

立
と
個
人
の
生
活
リ
ズ
ム
が
尊
重
さ

れ
て
い
ま
す
。

税平
成
１８
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

第
８
期
の
納
期
限
が
か
わ
り
ま
す

　

平
成
１８
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
第
８
期
の
納
期
限
を
、
２
月
２８
日

か
ら
３
月
３１
日
へ
変
更
し
ま
す
。

　

平
成
１６
年
３
月
１
日
に
安
芸
高
田

市
が
発
足
し
、
各
税
の
納
期
限
を
新

た
に
設
け
ま
し
た
が
、
７
月
と
２
月

は
固
定
資
産
税
と
国
民
健
康
保
険
税

が
重
複
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
「
月
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、

こ
の
２
税
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
」

と
の
多
く
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
行
い

ま
し
た
が
、
現
状
で
は
７
月
の
納
期

変
更
は
困
難
で
あ
り
、
今
回
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
納
期
変
更
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

介　　護

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
が
や
き
完
成

国民健康保険税の納期
納期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

変 更 前

4月30日

7月31日

8月31日

9月30日

10月31日

11月30日

1月31日

2月28日

変 更 後

4月30日

7月31日

8月31日

9月30日

10月31日

11月30日

1月31日

3月31日

あきたかたトピックス

市政の動き

吉田町地域振興会連絡協議会からの代表者
　横川智明（丹比地区振興会副会長）
　井上正樹（可愛地区振興会会長）

■まちづくり委員会委員の交代（平成１８年２月２３日付け）

第２庁舎・総合文化保健福祉施設建設に伴う
「市民検討委員会」　　　　　　　　　　　　　　　　

６名

男女共同参画プラン策定委員会　　　　　　　　　　１名

■まちづくり委員会から他機関への委員の選出状況

平成１７年度　

安芸高田市まちづくり委員会

活動経過

５月３１日（火）　第１回本委員会定例　

委嘱状交付式　

１．委員会設立までの経過報告　

２．市政の報告　

３．協議（●委員長、副委員長の互選　●正副委

員長会議の設置）

４．説明（●今後の予定）

７月１９日（火）　正副委員長会議　　　

１．第２回まちづくり委員会の内容　

２．今後の予定など

７月２８日（木）　第２回本委員会臨時　

１．報告（●支所別懇談会の内容報告）　

２．提案（市民活動保険）　

３．協議（●市民活動保険小委員会を設置すること）

４．地域振興アドバイザー小田切助教授から

８月２６日（金）　市民活動保険小委員会　

１．協議（●小委員会委員長、副委員長の互選　

●市民活動保険　事例報告と保険の内容把握）

９月　９日（金）　市民活動保険小委員会　

１．協議（●論点の整理）

９月２７日（火）　正副委員長会議　

１．第３回まちづくり委員会の内容

９月３０日（金）　第３回本委員会臨時　

１．報告（●新市建設計画における主要事業の進

捗状況●市民活動保険小委員会中間報告）　

２．協議（市民活動保険　課題の提起）

１０月１４日（金）　市民活動保険小委員会　

１．協議（●課題の整理）

１１月　９日（水）　正副委員長会議　

１．第４回まちづくり委員会の内容

１１月１１日（金）　　第４回本委員会定例　

１．報告（●市民活動保険小委員会報告）

２．協議（●市民活動保険「安芸高田市まちづくり

サポーター保険〔仮称〕」〈案〉を委員会採択し、

市長への提言とする。　●その他　安芸高田

市民フォーラムなど）　

３．地域振興アドバイザー小田切教授から

２月１４日（火）　正副委員長会議　

１．第５回まちづくり委員会の内容

２月２３日（木）　第５回本委員会臨時

１．新委員紹介　

２．報告（●学校安全　●市民活動保険　●平成１７

年度活動経過）　

３．協議（●平成１８年度活動計画　●その他　情

報交換）

２月２３日（木）に開催された第５回本委員会臨時のようす。
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月日・受付時間

■3歳4～6か月児
（吉田町・八千代
町在住の方）

■1歳6～8か月児
（美土里町・高宮
町在住の方）

■生後10～12か月
児（甲田町・向原
町在住の方）

対　　　象 会　　　場 内　　　容

会　　　場月日・受付時間 相　談　員

児童福祉司・
心理判定員

要予約（予約先：広
島中央児童相談所
〈℡082－254－0381〉
もしくは保健師）

吉田町在住の生後
4か月児及び2歳児
対象（対象者には個
人通知あり）歯ブラ
シをご持参ください

（向原）
向原保健センター

4月7日（金）
１０：００～１１：３０

および
１３：００～１４：３０

4月19日（水）
１０：００～１１：３０

および
１３：００～１４：３０

4月21日（金）
１０：００～１１：３０

および
１３：００～１４：３０

4 月 3 日（月）
１０：００～１１：３０

（八千代）
人権福祉センター

（美土里）美土里生涯
学習センターまなび

4 月 12 日（水）
９：３０～１１：３０

4月4日（火）
１０：００～１１：３０

（吉田）
ふれあいセンター
いきいきの里

（吉田）
ふれあいセンター
いきいきの里

（吉田）人権会館

（甲田）
ふれあいセンター
こうだ

（高宮）
基幹集落センター

要予約（予約先：
各支所保健師）

歯ブラシをご持
参ください

4月5日（水）
１3：００～１6：0０

心理判定員
（子育て相談

4月26日（水）
１０：００～１１：３０

お　知　ら　せ

４月２０日（木）
９：００～１６：００

４月２０日（木）
９：３０～１１：３０

４月２６日（水）
９：３０～１１：３０

※都合によりお住まいの町以外で健診を受けたい方は市役所または各支所
　の保健師へご相談ください。
※対象者には個人通知します。

※吉田町以外の支所では、育児相談に合わせて「4か月児相談」「2歳児相談」を
　同時開催いたします。（各支所とも対象者には個人通知します）
※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。お気軽にご参加ください。

※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話くだ
　さい。
※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが
　行事の都合などがありますので保育所（園）にお問い合わせ
　ください。

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽しい
時間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育児の悩み
など情報交換もできます。

（美土里）
山村開発センター

4月17日（月）
１０：３０～１５：００

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル

子育ての
　ページ
子育ての
　ページ

ここは子育て中のみなさんを応援＼(^ o^ )／するコーナーです。

子育て支援

健康診査

育児相談

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、

休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
、

そ
の
発
症
・
進
行
に
関
与
す
る
症
候
群
の
こ

と
で
す
。
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
な

ど
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
以
前
は
成
人
病

と
い
わ
れ
、
中
高
年
に
起
こ
る
も
の
で
し
た
が
、

子
ど
も
に
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
肥
満
と
生
活
習
慣
病
は
関
係
が
深
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
肥
満
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
は
１
９
７
０
年

代
か
ら
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て

食
生
活
の
洋
風
化
、
運
動
不
足
、
食
べ
す
ぎ

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
肥
満
は

脂
肪
細
胞
の
数
が
増
え
る
の
に
対
し
、
大
人

の
脂
肪
細
胞
の
数
は
そ
の
ま
ま
で
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
細
胞
が
大
き
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
２
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
細
胞
を
肥
満

化
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
大
人
に
な
っ
て
も
肥

満
を
解
消
し
に
く
い
の
で
す
。

　

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
、
現

代
の
子
ど
も
が
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
予
防
を
意
識
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
①
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
３
度
の

食
事
を
規
則
正
し
く
②
間
食
は
量
と
時
間
と

決
め
て
と
る
③
清
涼
飲
料
水
を
水
が
わ
り
に

飲
ま
な
い
④
戸
外
で
十
分
に
運
動
や
遊
び
を

し
て
体
を
動
か
す
、
な
ど
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
に
培
う
健
康
的
な
生
活
習
慣

は
一
生
の
健
康
を
支
え
る
大
き
な
財
産
で
す
。

大
切
に
育
ん
で
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

子
ど
も
の
生
活
習
慣
病

保育所（園）名日　　時 内　　　容

みどりの森保育所
℡５４－０８８０

入江保育園
℡４３－１０１１

向原こばと園
℡４６－２０１８

園 庭 開 放

園 庭 開 放

園 庭 開 放

4月20日（木）
13：00～13：15

4月13日（木）
13：00～13：15

4月27日（木）
13：00～13：15

（八千代町）
人権福祉センター

（美土里町）
山村開発センター

（甲田町）
ふれあいセンター

こうだ

あきたかたトピックス

市政の動き

診察、身体計測、

食事・歯・ことば

など育児全般にお

ける個別相談

保健師・栄養士
・歯科衛生士

歯ブラシをご持
参ください

保健師・栄養士
・歯科衛生士

歯ブラシをご持
参ください

保健師・栄養士
・歯科衛生士

保健師・栄養士
・歯科衛生士

　

第
２
庁
舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉

施
設
の
建
設
に
と
も
な
い
、
取
り
壊

す
こ
と
に
な
っ
た
吉
田
公
民
館
や
吉

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

事
務
所
と
し
て
い
た
各
部
署
が
次
の

と
お
り
移
転
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉田図書館や吉田教育分室、
自治振興部や
　管財課などが移転します。

事務所の移転

■各部署の移転先
部　　　　署 移　　転　　先

第１分庁舎３階

第１分庁舎３階

広島県広島地域事務所
建設局吉田維持管理分室

広島県広島地域事務所
建設局吉田維持管理分室

広島県広島地域事務所
建設局吉田維持管理分室
　　　・旧ＪＡ吉田支所

開設日（予定）

４月１７日

４月１７日

４月１７日

未　定

４月１７日

郵便局

消防署

旧ＪＡ吉田支所

第１分庁舎

建
設
局
吉
田　

維
持
管
理
分
室

建
設
局
吉
田　

維
持
管
理
分
室

市役所

旧ＪＡ吉田支所

第１分庁舎

高
校

小
学
校

保
育
所

国道54号

懇

談

会

平
成
１７
年
度　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
の
開
催
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
、市
民
と
行
政

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
１７
年
度
で
開

催
さ
れ
た
懇
談
会
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■支所別懇談会
実施月日

６月２７日（月）
６月２８日（火）
７月　１日（金）
７月　４日（月）
７月　５日（火）
７月　７日（木）

計

実施支所

八千代支所
美土里支所
高 宮 支 所
甲 田 支 所
向 原 支 所
吉　田　町

６回

参加人数

６８人
７７人
２４９人
５６人
１５１人
１３８人

７３９人

■団体懇談会
実施月日

１２月　９日（金）

　１月１９日（木）

　２月２７日（月）

　３月　３日（金）
計

実 施 団 体

美土里町地域運営協議
会連合会（美土里町）
絆の会

向原女性会・向原白ば
ら会・向原生活学校
（向原町）

六日市振興会（吉田町）
　　　４回

参加

２４人

１７人

２０人

２１人
８２人

懇 談 内 容

介護保険法の改正ポイン
トと市福祉施策について

市長を囲んで懇談

行政対話集会（コメンテ
イター　広島大学
　　安藤忠男名誉教授）

質問書に基づく懇談会

■自治懇談会
実施月日 実 施 団 体

保垣地区振興会（向原町）
本郷地域づくり協議会
（美土里町）
上根・向山地域振興会
（八千代町）
郷野地区コミュニティー
推進協議会（吉田町）
吉田地区振興会（吉田町）

横田振興会（美土里町）

丹比地区振興会（吉田町）

可愛地区振興会（吉田町）

　　　　　８回

参加

６７人

２３人

４９人

３６人

６１人

１１人

６１人

７５人

３８３人

懇 談 内 容

市長と語る会

地域づくりと元本郷小学校
跡地活用について

安芸高田市の地域づくりの
実践状況とその課題

市の現状及び郷野地区の要
望等

地域づくりについて

市の保健福祉施策について
（介護保険制度改定内容等）

市長を囲んで懇談

前年度質問内容含め市民生
活全般に関わる質問

　７月１０日（日）

１１月　４日（金）

１１月１６日（水）

１１月１９日（土）

１１月２４日（木）

１２月１４日（水）

　２月１８日（土）

　２月１９日（日）

計

公園がわりに保育所・幼稚園であそぼ
■園庭の開放と行事の開催

保育所・幼稚園では、おおむね０歳から３歳までの子ど

もたちとその親を対象に、園庭開放や行事を計画してい

ます。園庭開放は、保育所ごとに曜日を決めて行ってい

るところ、随時開放しているところと様々です。決めら

れている園庭開放や予定されている行事は、この広報誌

の「子育て支援」コーナーで紹介していきます。

■お母さん同士が友だちに

専業主婦は家事と育児を行うのって大変です。１日中子

どもといると、我が子だからこそ、かわいいからこそ、

いろいろな心配をしてしまいます。また大人は大人と会

話をしないと、ものすごいストレスがたまるのです。こ

こでお母さん同士が友だちになったという人も多くいます。

育児の相談ができる人がいるほど心強いことはありません。

■保育士が相談にも応じます

この子育て支援の取り組みの大きな目的は、お母さんた

ちの不安を取り除くことです。子どもとのかかわりの中

で心配なことがあったらお気軽に相談してください。保

育士としての経験や、持っている知識、子どもと一緒に

楽しめる遊び、保育所での取り組みなどを伝えています。

※４月は、保育所も新入園児が入ってきて子どもたちも落

ち着かないため予定が少なめですが、５月からは多くの

予定が計画されています。公園に行こうといった気軽な

気持ちで保育所へ行ってみませんか。

総務部
　・管財課

自治振興部

　・企画課
　・自治振興課

　・地域振興課

吉 田 教 育 分 室
吉　田　公　民　館

吉　田　図　書　館

吉田公民館各種教室



１１
年
に
１
度
発
生
す
る
大
地
震

地
震
に
対
す
る
日
常
の
対
策
・
備
え

安
芸
高
田

　
消
防

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署
TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/

火　災

救　急

救　助

その他

安芸高田消防署

2月 の出動件数

平
成
１８
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物

を
一
定
数
量
以
上
貯
蔵
・
取
り
扱
う

場
合
は
、
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
と
き　

６
月
１８
日（
日
）

　
（
広
島
市
、
三
次
市
の
場
合
）

■
願
書
受
付
期
間

　

４
月
１２
日（
水
）〜
２５
日（
火
）

※
願
書
は
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
や

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
防
災
課
予

防
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２件

１００件

４件

４件

19

M K

18

プロジェクター
ＤＶＤプレーヤー
デジタルカメラ

安全なまちで
安心して暮らす

　

ハ
ガ
キ
、
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
、「
有
料
サ
イ
ト
を
見
た
代
金
を
払
え
」「
債
権
が

あ
る
の
で
払
え
」
と
一
方
的
に
請
求
し
て
く
る
架
空
請
求
。
広
島
県
内
で
平
成
１７
年

の
１
年
間
に
１
７
２
件
で
約
２
億
５，

３
０
０
万
円
の
被
害
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
犯
罪
の
特
徴
は
、
対
象
が
青
少
年
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
と
幅
広
い
こ
と
。
犯

人
は
、
電
話
の
受
け
手
の
心
理
状
態
を
巧
妙
に
操
り
、「
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
と
」

と
い
う
気
持
ち
に
追
い
込
む
…
。

　

今
回
は
、
こ
の
架
空
請
求
の
対
処
法
や
心
構
え
な
ど
を
、
吉
田
警
察
署
の
前
川
生

活
安
全
刑
事
課
長
に
聞
い
て
み
た
。

安全なまちで
安心して暮らす

電
話
の
相
手
は
料
金
の
徴
収
に
訪
れ

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
っ
て
良
い

　

こ
の
架
空
請
求
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
、

困
ら
せ
て
い
る
相
手
に
警
察
官
で
あ
る

と
職
業
を
名
乗
っ
て
電
話
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
相
手
は
少
し
ひ
る

ん
だ
様
子
で
し
た
が
、
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
金
額
な
ど
を
返
答
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
資
料
が
で
た
ら
め
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
私
は
「
お
金
は

払
え
な
い
、
あ
な
た
の
行
為
は
詐
欺
罪

や
恐
喝
罪
と
な
り
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り

と
断
る
と
、
次
回
か
ら
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
電

話
を
し
て
く
る
相
手
は
、
そ
れ
だ
け
の

情
報
を
そ
ろ
え
て
、
い
か
に
も
本
当
を

装
っ
て
か
ら
電
話
を
し
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
架
空
請
求
は
、
電
話
や
は
が
き
、

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
身
に
覚

え
が
な
い
場
合
は
、
無
視
を
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
番
号
が
書
い
て
あ
っ
て
も
、

電
話
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
相
手
は
私

た
ち
の
住
所
や
名
前
な
ど
情
報
を
持
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
も
し
も
文
章
や
電

話
で
徴
収
に
く
る
と
い
っ
て
も
、
住
所

を
調
べ
て
ま
で
く
る
こ
と
は
、
１
０
０

％
な
い
と
い
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
悪
い
こ
と
を
企
む
者
は
警
察
が

怖
い
も
の
で
す
。
脅
迫
め
い
た
口
調
で

請
求
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、「
警

察
に
相
談
し
ま
す
。
警
察
に
こ
の
あ
と

電
話
を
し
ま
す
」
と
電
話
を
き
る
と
、

次
に
電
話
し
て
く
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
も
万
が
一
、
取
立
て

に
や
っ
て
き
た
場
合
、
家
に
上
げ
ず
に

１
１
０
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
み
ん
な
で
架
空
請
求
の
こ
と

を
話
し
、
絆
を
深
め
て

　

お
金
を
振
り
込
む
場
合
は
、
必
ず
相

手
を
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
見
え
な
い
相
手
に
は
お
金
を
支
払

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
商
品
を
買
う
の

で
は
な
い
の
で
す
。
一
方
的
に
料
金
を

請
求
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

不
安
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、

は
が
き
が
届
い
た
り
し
た
ら
、
家
族
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
番
心
許
せ
る

相
手
は
家
族
で
し
ょ
う
。
や
は
り
一
番

の
身
近
な
相
談
相
手
は
家
族
の
は
ず
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
職
場
、
学
校
な
ど

で
架
空
請
求
に
つ
い
て
学
ん
だ
ら
、
家

庭
で
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
遠
く
離
れ
た
両
親
や
家
族
に
も
、

こ
の
話
題
で
連
絡
を
と
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
警
察
に
も
お
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
署
で
も
良
い
し
、
駐
在
で

も
良
い
。
訪
問
し
て
い
た
だ
い
て
も
良

い
し
、
電
話
で
も
よ
い
。
１
１
０
番
を

ま
わ
し
て
も
ら
っ
て
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。
遠
慮
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
警
察
は
身
近
に
い
ま
す
。

相
談
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
を
未
然
に
防

げ
ま
す
。

前川　昌行さん

広島県吉田警察署生活安全刑事課長

まえ かわ 　　まさ ゆき

日
本
防
火
協
会
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り
、

防
火
広
報
用
資
器
材
を
購
入
し
ま
し
た

　

防
火
広
報
用
視
聴
覚
資
器
材
助
成

事
業（
日
本
防
火
協
会
宝
く
じ
助
成
金
）

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー

ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
一
層
の
防
火
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
こ
の
資
器
材
を
活

用
し
、
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
広
報
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

２０
世
紀
に
千
人
以
上
の
犠
牲
者
が

出
た
地
震
は
、
関
東
大
震
災
や
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
９
回
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
１１

年
に
１
回
の
割
合
で
大
地
震
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
最

近
も
各
地
で
地
震
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
自
分
た
ち
で
で
き
る
地
震
対
策

　

地
震
が
発
生
し
、
ま
だ
揺
れ
の
お

さ
ま
ら
な
い
う
ち
に
命
を
失
っ
た
り

怪
我
を
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
具
や
照
明
器
具
を
し
っ
か
り
と

固
定
し
、
転
倒
や
落
下
を
防
ぐ
。

②
自
分
の
家
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、

可
能
な
か
ぎ
り
改
善
す
る
。

③
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
等

を
貼
っ
て
お
く
。

④
地
震
時
に
、
逃
げ
場
と
な
る
安
全

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
く
。

■
必
要
な
非
常
持
出
品
の
準
備

　

こ
れ
だ
け
は
準
備
し
て
お
い
た
方

が
よ
い
も
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
軽

量
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

・
非
常
食

・
飲
料
水（
最
低
３
日
分
）

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
貴
重
品

・
懐
中
電
灯

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
役
立
っ
た

　

も
の

・
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム

・
物
品
運
搬
用
カ
ー
ト

・
携
帯
コ
ン
ロ

・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

■
地
震
発
生
！　

そ
の
時
ど
う
す
る

　

大
地
震
が
発
生
し
た
時
、
一
瞬
の

判
断
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
最
初
の
１
分
間
は
身
の
安
全

確
保
が
第
一
で
す
。
あ
わ
て
ず
、
冷

静
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

①
揺
れ
が
大
き
な
う
ち
は
机
の
下
な

ど
に
身
を
隠
す
、
頭
部
を
保
護
す

る
な
ど
し
て
身
の
安
全
を
守
る
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
る
、
ま
た
は
小
さ

く
な
っ
た
ら
ガ
ス
や
ス
ト
ー
ブ
の

火
を
消
す
。

③
地
震
に
よ
り
、
ド
ア
や
窓
が
変
形

し
て
開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
揺
れ
の
合
間
を
み
て
開
口

部
を
作
り
、
逃
げ
道
を
確
保
す
る
。

　

日
本
に
は
、
地
震
の
安
全
地
帯
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
ご
と
と
考
え
ず
、

普
段
か
ら
自
分
た

ち
で
で
き
る
地
震

対
策
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

スクリーン

　広島県内の架空請求の被害にあった

世代を男女別、年代別でみると、最も

多いのは３０から４０代女性。男女比で

もみると７０％が女性だった。個人情

報を話の中に織り交ぜながら電話の受

け手に大きな動揺をさせ、だれにも相

談するのがはずかしいような内容の話

をして、お金を振り込まそうとする。※下段の（　）は
　平成18年の累計

（５件）

（１９３件）

（５件）

（９件）
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0
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8
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衛
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可
部
募
集
案
内
所

（
0
8
2
）5
0
4
・
2
0
1
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広
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広
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都
市
圏
形
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懇
談
会
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■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

受　

賞

　

安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
の

吉
田
町
の
沖
本
守
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

沖
本
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か
ら

吉
田
町
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
平

成
10
年
か
ら
は
委
員
長
と
し
て
公

正
な
選
挙
の
執
行
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
合
併
後
も
引
き
続
き
選
挙

制
度
の
市
民
へ
の
周
知
や
投
票
率

の
向
上
な
ど
に
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

沖
本
守
さ
ん（
吉
田
町
）が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

八
千
代
の
丘
美
術
館

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代

の
丘
美
術
館

52
・
3
0
5
0

募　

集

平
成
１８
年
度
自
衛
官
募
集

■
二
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

　

資
格
▼
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
受
付　

年
間
を
通
じ
て
募
集

　

本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内

や
要
項
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
下
さ
い
。

吉
田
税
務
署

42・
0
0
0
8

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
３
日（
月
）〜

　

４
月
14
日（
金
）ま
で

　

受
験
資
格
、
申
込
先
、
試
験
日

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
広
島
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
℡

０
８
２
│

２
２
１
│

９
２
１
１
）
ま

た
は
吉
田
税
務
署
総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

安
芸
高
田
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会（
会
長　

岡
島　

實
さ
ん
）

が
、
こ
の
た
び
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
と
ほ
ぼ
同
時
に
設
立
さ
れ

た
本
協
議
会
は
、
昨
年
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
街
頭
啓

発
や
広
報
車
に
よ
る
投
票
の
呼
び

か
け
な
ど
幅
広
い
啓
発
活
動
を
展

開
し
、
市
内
の
投
票
率
は
前
回
を

上
回
り
ま
し
た
。
副
会
長
の
美
土

里
町
の
増
田
亮
荘
さ
ん
は
、
「
今

後
も
明
る
い
選
挙
の
実
施
と
、
投

票
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

高
宮
町
の
塚
本
信
明
さ
ん
が
こ

の
た
び
、
全
国
子
ど
も
会
連
合
会

育
成
者
・
指
導
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
塚
本
さ
ん
は
昭
和
52
年

か
ら
28
年
間
に
わ
た
り
、
芸
北
地

区
子
ど
も
会
連
合
会
指
導
部
の
中

心
的
指
導
者
と
し
て
、
各
リ
ー
ダ
ー

た
ち
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
研
修

会
な
ど
を
企
画
立
案
・
指
導
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
宮
町
の
子
ど
も
会
連
合
会
の

役
員
と
し
て
も
、
27
回
続
い
て
い

る
町
子
連
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
や
、
平
成
10
年
に
は

「
高
宮
町
子
ど
も
会
20
周
年
大
会
」

の
実
行
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め

る
な
ど
、
子
ど
も
会
活
動
を
牽
引

し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

塚
本
信
明
さ
ん（
高
宮
町
）全
国

子
ど
も
会
連
合
会
表
彰
を
受
賞

第１８回  美土里祭第１８回  美土里祭

■と　き　４月２９日（祝）午前１０時～

■ところ　神楽門前湯治村 メイン会場 神楽ドーム

■内　容　スタンプラリー（先着200名）、美土里

芸能（神楽、はやし田、民踊など）、ヤマメつ

かみ取り、記念植樹、特産品の販売

※駐車場は、美土里総合運動公園です。そこから湯治村までバス
　でピストン輸送を行います。

美土里支所地域振興課　　54－0312

　八千代の丘美術館第５期入館作家が決定しました。

広島を拠点に活躍されている皆さんで、どの作品

も大変すばらしいものばかりです。

　展示期間は４月１日～平成１９年３月３１日まで

です。ぜひ、ご覧ください。

八
千
代
の
丘
美
術
館

第
５
期
入
館
作
家
決
定

八
千
代
の
丘
美
術
館　
　

52
│

3
0
5
0

◆ 第５期入館作家 ◆
棟
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O

名　　前
香 川 　 龍 介
堀 　 　 　 研
木 下 　 　 和
綿 引 　 道 郎
難 波 　 佳 子
橋 本 　 一 貫
福 長 　 弘 志
梅 田 　 美 春
友 安 　 一 成
金 山 　 一 宏
田 川 　 明 美
松 本 　 篤 子
新 居 　 節 子
挽 田 　 謹 子
竹 永 　 克 彦

分　　野
洋　　　画
洋　　　画
洋　　　画
彫　　　刻
洋　　　画
洋　　　画
洋　　　画
染 色 工 芸
洋画・版画
写　　　真
現 代 美 術
デ ザ イ ン

書
日　本　画
日　本　画

第
６１
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
出
場

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

成
年
男
子

　

井
尻
尚
徳
さ
ん（
吉
田
町
）

　

中
津
茂
生
さ
ん（
吉
田
高
校
勤
務
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

成
年
女
子
監
督

　

光
永
直
義
さ
ん（
甲
田
町
）

第
３
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜

卓
球
大
会
出
場

　

戸
田
泰
之
さ
ん（
吉
田
町
）

■
楢
崎
益
弘　

洋
画
展

　

４
月
１
日（
土
）〜
10
日（
月
）

■
石
崎　

子
・
小
野
幽
恒

　

日
本
画
展

　

４
月
14
日（
金
）〜
24
日（
月
）

■
大
成
大
輔　

―
刻
樹

―
展

　

４
月
28
日（
金
）〜
５
月
８
日（
月
）

※
開
館
時
間
は
午
前

10

時
〜

午
後
５
時（
毎
週
火
曜
日
休
館
）

※
入
場
料　

無
料

市営桑田住宅入居者募集
管理課　　47－1201管理課　　47－1201管理課　　47－1201

第
２５
回
全
国
高
等
学
校

空
手
道
選
抜
大
会
出
場

　

山
本
純
さ
ん

（
呉
港
高
校
・
向
原
中
出
身
）

第
２４
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
選
抜
大
会
兼
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
出
場

　

松
本
皓
太
さ
ん（
吉
田
高
校
）

広
域
都
市
圏
の
み
ん
な
と
一

緒
に
カ
ー
プ
を
応
援
し
よ
う

　

優
勝
に
向
け
頑
張
っ
て
い
る
「
わ

れ
ら
が
カ
ー
プ
」を
広
島
広
域
都
市

圏
で
い
っ
し
ょ
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

■
と
き
・
と
こ
ろ　

５
月
20
日（
土
）

午
後
２
時
〜　

広
島
市
民
球
場

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
戦

■
申
込　

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
（
当
日
連
絡
可
能
な
番

号
）を
記
入
。４
月
21
日（
金
）消

印
有
効
。

※
１
枚
で
５
人
ま
で
申
込
可
。３
歳

以
上
は
参
加
費
が
必
要
。小
学
生

以
下
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
。

■
申
し
込
み
先　

〒
７
３
０
│

８
５

８
６ 

広
島
市
中
区
国
泰
寺
町
一

丁
目
６
番
34
号　

広
島
市
役
所

企
画
調
整
部
内　

広
島
広
域
都

市
圏
形
成
懇
談
会

■
参
加
費　

１
人　

２，
５
０
０
円

　

（
弁
当
・
飲
物
代
を
含
む
）

※
１
塁
側
２
階
Ｂ
指
定
席
。参
加
者

全
員
に
カ
ー
プ
グ
ッ
ズ
、
抽
選
で

サ
イ
ン
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
募
集
人
数　

３
０
０
人

　

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
チ
ケ
ッ
ト　

当
日
配
布
。
球
場

正
面
入
り
口
付
近
で
、
正
午
か

ら
午
後
２
時
ま
で
配
布
。

　３月末に完成する市営桑田住宅の入居者を募集します。
■募集期間　４月３日から４月２１日まで
■所 在 地　安芸高田市美土里町桑田８１２番地１
■構造など　木造平家建が４戸。１戸当り３ＬＤＫ。トイレは水洗。
■月額家賃　２万３千円～３万８千円
　※家賃は概算。入居者の月収や家族構成により異なります。
■周辺の施設　「桑田の庄」隣り。バス停まで徒歩１分。北生診療

所・ひまわり保育所まで車で５分。市役所支所・農協支店・中学
校・小学校・みどりの森保育所まで車で１０分。
※小学校はスクールバスあり(路線バスと兼用)
■入居資格　　現在住宅に困っている。　申込者は原則成人。　
　一緒に住む親族がいる ( 原則単身者の申込は不可 )。　地方税な
どを滞納していない。　世帯の月額所得 がおおむね２０万円以下。
　申込者または同居親族が法律に規定されている暴力団員でない。
■入居申込み・問合せ先
　・建設部管理課または各支所業務管理課
　※申込み者が定数を上回った場合は抽選になります。

注

　３月末に完成する市営桑田住宅の入居者を募集します。
■募集期間　４月３日から４月２１日まで
■所 在 地　安芸高田市美土里町桑田８１２番地１
■構造など　木造平家建が４戸。１戸当り３ＬＤＫ。トイレは水洗。
■月額家賃　２万３千円～３万８千円
　※家賃は概算。入居者の月収や家族構成により異なります。
■周辺の施設　「桑田の庄」隣り。バス停まで徒歩１分。北生診療

所・ひまわり保育所まで車で５分。市役所支所・農協支店・中学
校・小学校・みどりの森保育所まで車で１０分。
※小学校はスクールバスあり(路線バスと兼用)
■入居資格　　現在住宅に困っている。　申込者は原則成人。　
　一緒に住む親族がいる ( 原則単身者の申込は不可 )。　地方税な
どを滞納していない。　世帯の月額所得 がおおむね２０万円以下。
　申込者または同居親族が法律に規定されている暴力団員でない。
■入居申込み・問合せ先
　・建設部管理課または各支所業務管理課
　※申込み者が定数を上回った場合は抽選になります。

注

注　月額所得は一般的な手取りとは異なります。詳しくは管理課までお問い合わせください。
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■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

４
月
２
日
（
日
）

佐
々
木
ク
リ
ニ
ッ
ク（
吉
田
町
）

　
【
内
科
・
小
児
科
】℡
43-

１
１
１
１

４
月
９
日
（
日
）

八
千
代
病
院
（
八
千
代
町
）

　

【
内
科
】℡
52-

３
８
３
８

お
お
は
た
産
婦
人
科（
吉
田
町
）

　
【
産
婦
人
科
】℡
42-

０
０
６
７

４
月
16
日
（
日
）

佐
々
部
診
療
所
（
高
宮
町
）

　

【
内
科
】
℡
57-

０
０
２
２

４
月
23
日
（
日
）

白
川
医
院
（
向
原
町
）

　

【
内
科
】
℡
46-

２
０
４
１

４
月
29
日
（
祝
）

え
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク（
吉
田
町
）

　

【
内
科
・
外
科
】℡
47-

０
１
１
１

４
月
30
日
（
日
）

佐
々
木
医
院
（
向
原
町
）

　
【
外
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

２
０
６
５

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応

吉
田
総
合
病
院
（
吉
田
町
）

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「食」のさんぽ道「食」のさんぽ道

　2月 17日（金）向原保健センターで、献血に来られた方に貧

血予防の呼びかけをしました。女性に多い貧血の大部分は鉄欠

乏性貧血です。そこで「小松菜入り蒸しパン」を試食してもら

いながら、

■鉄分を多く含む食品をとる。

■ビタミンＣは鉄分の吸収率を高めるので、野菜やくだものと

いっしょにとる。

■植物性の鉄はたん

ぱく質（豆腐・魚・

卵など）と一緒に食

べると吸収がよく

なる。

　など、鉄分をじょ

うずにとる工夫など

を話しました。

「鉄分をじょうずにとろう♪」「鉄分をじょうずにとろう♪」「鉄分をじょうずにとろう♪」
安芸高田市食生活改善推進協議会

作り方
①牛乳パックはよく洗い、縦半分に切り流し箱を

作る。

②スキムミルクを水100ccで溶き、3cmぐらいに

切った小松菜と一緒にミキサーにかける。

③ボールに材料を入れ軽く混ぜ、①で用意した牛

乳パックに入れる。

④蒸し器に入れ、強火で15～20分蒸す。

休
日
・
夜
間
当
番
医

広
島
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

申
し
込
ま
れ
ま
し
た
か
？

１
日
人
間
ド
ッ
ク
検
診

（
0
8
2
）5
1
3
・
2
3
7
9

広
島
県
行
政
情
報
室

　

１
日
人
間
ド
ッ
ク
検
診
の
申
し

込
み
期
限
は
４
月
21
日
（
金
）
ま

で
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
で
ま
だ
申
し
込

み
を
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
期

限
内
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
検
診
場
所　

吉
田
総
合
病
院
内

　

Ｊ
Ａ
吉
田
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

Ｊ
Ａ
吉
田
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

℡
42
│

５
３
８
５

　

正
午
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

（
期
間
内
、土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

環
境
と
生
活

■
活
動
内
容　

年
４
回
程
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

■
対
象　

16
歳
以
上
の
県
民

■
申
込
締
切　

４
月
30
日

■
謝
礼　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
実

績
に
応
じ
て
進
呈

■
申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
県
政
提

言
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
応
募
。

(http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.jp/)

②
郵
送
方
式

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

保
健
と
福
祉

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集

（
0
8
2
4
）
62
・
8
5
0
0

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

■
４
月
か
ら
始
ま
る
講
座

パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
ワ
ー
ド
基
礎
・

エ
ク
セ
ル
基
礎（
昼
）３
日
間
・
エ

ク
セ
ル
実
践（
昼
）３
日
間
・
日
商

簿
記
３
級
受
験
準
備
講
座
・
造
園

技
能
士
受
験
準
備
講
座
・
新
入
社

員
研
修
３
日
間
・
手
話
講
座
・
英

会
話
講
座（
短
期
）・
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
技
能
講
習

■
Ｏ
Ａ
事
務
科（
パ
ソ
コ
ン
・
複
式

簿
記
・
電
卓
な
ど
）受
講
料
無
料
。

対
象　

雇
用
保
険
受
給
者
。

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講
料
な

ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

保
健
医
療
課

42
・
5
6
1
9

■
料
金　

男
女
と
も
２
０，
０
０
０
円

（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は

１
２，
０
０
０
円
）

女
性
検
診（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

希
望
者
は
、
１，
０
５
０
円
追
加
。

※
な
お
、
総
合
健
診
は
６
月
〜
７

月
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

小松菜入り
蒸しパン

●牛乳パック1本分の材料

小松菜

スキムミルク

水

たまご

ホットケーキミックス

マーガリン

100g

大さじ4

100cc

2個

200g

30g　　　　

平
成
18
年
度
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
1
万
3，
8
6
0
円

（
0
8
2
4
）
62
・
3
1
0
7

三
次
社
会
保
険
事
務
所

毎
月
第
１
金
曜
日
に

社
会
保
険
一
日
相
談
所
の
開
設

（
0
8
2
4
）
62
・
3
1
0
7

三
次
社
会
保
険
事
務
所

　

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
月
額
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
２

８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
月
額
１

万
３，
８
６
０
円
に
な
り
ま
す
。

■
お
得
な
前
納
制
度

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
支
払
う
と

割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
１
年
分
前
納
し
た
場
合

　
　

16
万
３，
３
７
０
円

　

（
毎
月
納
付
し
た
合
計
額
よ
り

２，
９
５
０
円
お
得
）

●
半
年
分
前
納
し
た
場
合

　

８
万
２，
４
８
０
円

　

（
毎
月
納
付
し
た
合
計
額
よ
り

６
８
０
円
お
得
）

■
月
50
円
お
得
な
口
座
振
替
早

収
割
引
制
度

　

口
座
振
替
の
場
合
、
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
、
例
え
ば
４
月

分
を
４
月
末
に
振
り
替
え
す
る
口

座
振
替
早
収
割
引
制
度
を
利
用
す

る
と
、
１
ヵ
月
当
た
り
50
円
が

割
引
さ
れ
ま
す
。
１
年
間
に
す
る

と
６
０
０
円
の
お
得
で
す
。
な
お
、

利
用
さ
れ
る
場
合
、
初
回
の
み
前

月
分
と
当
月
分
が
一
緒
に
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

今
年
度
も
毎
月
第
１
金
曜
日
に

社
会
保
険
１
日
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
国
民
年
金
・
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
が
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ　

広
島
北
部
農
協
本
店

　

（
安
芸
高
田
市
吉
田
町
）

■
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
相
談
員　

　

三
次
社
会
保
険
事
務
所
専
門
員

図書館からのお知らせ

図書館からおすすめの本

医師・スクールカウンセラーとして大活躍の著者が、
これから子育てしようとするお父さん・お母さん
に向けて、親と子の明るい未来のための様々なヒ
ントを、わかりやすいイラストやマンガを中心に
まとめた１冊。

明橋大二／著他（１万年堂出版）

決まり文句から気のきいた表現まで、そのまます
ぐに使える文三百例を言いかえもまじえて収録。
言いにくいことでも、手紙なら素直に書くことが
できるかもしれません。メール社会となった今でも、
人付き合いにおいて手紙は必要なものですよね。

『金田一先生が親子で教える手紙の書き方実例辞典』
金田一春彦・金田一秀穂／監修（学習研究社）

あけ  はし だい   じ

きん　だ　いちはるひこ　きん　だ　いちひで　ほ

『子育てハッピーアドバイス』

★吉田図書館

★八千代図書館

★美土里図書館

★田園パラッツォ図書館

★甲田図書館

★向原図書館

口の部分は
　止めておく

×2個できます

４月１日から開始

　図書・雑誌のほかに、ＣＤ・ビデオなどの視聴覚資

料も、市内の各図書館で貸出・返却することができます。

　ただし、著作権者の許諾の得られないものは、所蔵

館のみでの貸し出しとなります。

●市内の各図書館にある視聴覚資料を「取り寄せ」で

きます。お近くの図書館ヘお申し込みください。

●市内の各図書館で借りた視聴覚資料を、市内のどの

図書館でも返却することができます。

図書館カウンターへ返却してください。

（※ただし、返却ポストには入れないでください。壊れ

るおそれがあります。）

　借りた図書・雑誌・視聴覚資料をなくしたり、修理が

不可能なほど壊してしまったりした場合は、原則として、

同一資料での弁償をお願いすることになります。

（所定の手続きが必要ですので、図書館へご相談ください。）

ある日カーネルは、思いもよらぬ事態に直面し、
今まで知らなかった世界や、自分の意外な才能に
気づく。しかし、彼を待っていたのはつらく悲し
い運命だった…。デモナータシリーズ第２弾。

『デモナータ　2幕』
ダレン・シャン／著（小学館）

“入学・進学おめでとう！”人を思いやる心、自分
を大切にする心を育てます。

『みんなのためのルールブック
　 ーあたりまえだけど、とても大切なことー』

ロン・クラーク／著（草思社）

　吉田図書館は現在、移転準備のため臨時休館しています。
皆様にはたいへんご迷惑をおかけしておりますが、何卒
ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

※なお、図書の返却は吉田公民館に設置しております返却ボックス
をご利用ください。

臨 時 休 館 の お 知 ら せ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

芸
北
地
域
保
健
所　

保
健
課

■
と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
18
日（
火
）

午
前
９
時
〜
11
時　

芸
北
地
域

保
健
所（
要
電
話
予
約
）

■
料
金　

無
料
（
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
）

第４回「このミステリーがすごい!」大賞受賞作。勤務医の
著者が描いた、「医療過誤をめぐる、リアルでコミカルで
ユニークな傑作。(選考委員談）」大学病院の心臓移植の代
替手術専門集団として成功率１００％を誇っていた”チーム・
バチスタ”。ところが３例立て続けに術中死が発生。医療
過誤か殺人か。不安を抱いた院長は内部調査に動き始める。

『チーム・バチスタの栄光』
海堂尊／著（宝島社）
かいどうたける



■
こ
の
た
び
統
一
さ
れ
る
料
金
は
？

公
共
下
水
道
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

浄
化
槽
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の
使
用
料
金
で
す
。

■
納
付
回
数
は
？

年
６
回
で
す
。
２
か
月
分
を
偶
数
月
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
新
料
金
で
納
付
は
い
つ
か
ら
？

４
月
、
５
月
使
用
分
を
納
め
て
い
た
だ
く
６
月
か

ら
に
な
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
や
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
℡
47-

１
２
０
４
、

各
支
所
業
務
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納期限：5月1日

国民健康保険税

1期

平成18年度　春の狂犬病予防注射

堤中　翔也

和泉　幸輝

加藤　莉奈

前田　　麗

室坂　銀成

原　　悠介

金川　瑛空

25 24

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

およろこび
地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳

（敬称略）

4月の納税

男

男

女

女

男

男

男

吉 田 町

八千代町

美土里町

向 原 町

宗山　　信

吉原　哲夫

沖田　富彌

佐々木陸男

隅原　武夫

柚木　　雄

吉清ハルミ

立川　絹枝

武永　敏雄

山　　福實

平田　房枝

金田　　治

野川　重人

近永タカミ

寺本　幸雄

松永　正三

黒瀬　良昭

茶山　　守

岡崎　亀登

三々賀カズヱ

田口　秀康

祖田　房子

坂井原隆司

川　　真二

山田　　昭

源治　　精

泉　フジ子

岩見　一志

新川　　夫

上岡　良樹

渡辺　博一

木山　　覺

上野　信子

宮本　幸一

木本　正樹

中山　　修

春木カズヱ

小田川マツコ

小松　正子

藤原クリヨ

増川　寛爾

末田　香美

82

83

85

49

84

84

97

77

84

73

81

82

85

80

91

82

58

49

87

86

52

85

46

46

69

87

82

28

71

64

96

87

74

86

49

58

91

91

58

88

92

82

吉 田 町

八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。

市の人口

総人口

男

女

世帯数

３３,７５２人　

１６,２５４人　

１７,４９８人　

１３,１３９世帯

平成１８年３月１日　現在

（敬称略）

おくやみ

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

そ
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

【
生
ご
み
減
量
化
対
策
助
成
金
】

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
と
肥
料
の
推
進
の
た
め
、
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
金
額　

購
入
額
の
半
額

(

上
限
２
万
円
）

※
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
に
限
り
ま

す
。

※
市
税
や
上
下
水
道
な
ど
の
料
金

の
滞
納
の
な
い
世
帯
に
限
り
ま

す
。

※
助
成
は
、
合
併
前
を
含
め
各
世

帯
１
回
限
り
で
す
。

【
ご
み
減
量
化
対
策
助
成
金
】

　

資
源
ご
み
回
収
を
推
進
す
る
団

体
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

■
助
成
金
額　

１
㎏
あ
た
り
４
円
。

※
対
象
と
な
る
資
源
ご
み
は
、
古

紙
（
新
聞･

雑
誌
な
ど
）･

ア
ル

ミ
缶･

ス
チ
ー
ル
缶
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
助
成
金
も
、
事
前
の

手
続
き
や
審
査
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
市
役
所
ま
た
は
各
支
所

の
市
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

広
島
県
建
設
局

　

吉
田
分
室
（
旧
通
称:

県
吉
田

土
木
・
県
吉
田
支
局
）
が
廃
止
さ

れ
、
県
の
道
路
や
河
川
の
占
用

許
可
・
補
修
な
ど
の
事
務
（
維
持

管
理
業
務
）は
、
４
月
１
日
か
ら

建
設
局
（
広
島
市
南
区
比
治
山
本

町
16
│

12
）で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
に
委
譲
さ
れ
た
事

務
は
、
安
芸
高
田
市
建
設
部
（
℡

47
│

１
２
０
１
）が
行
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

（
0
8
2
）2
5
0
・
8
1
5
1

　犬（生後９１日以上）を飼っておられる方は、一生に一度の登録

と年一回の狂犬病予防注射をすることが、狂犬病予防法で義務付

けられています。違反すると、２０万円以下の罰金に処せられる

ことがあります。

　春の狂犬病予防注射を、次の日程により実施します。詳しい日

程は、別に各町ごとに回覧でお知らせします。

　また、獣医科医院や動物病院でも受けることができます。詳し

くは、かかりつけの獣医科医院や動物病院へお尋ねください。

　なお、すでに犬の登録を済まされている方には、案内はがきを

お送りしますので、予防接種を受けるときには持参してください。

■動物は、正しく飼いましょう

　犬や猫の飼い方に関する苦情が増えています。

　犬や猫を飼われている方は、飼主としての責任を持ち、

ペットが人に危害を加えたり、迷惑などをかけないよう

に努めなければなりません。

■散歩をするときのルール

　散歩の際は、移植ゴテと袋などを持参し、フンを田畑

や河川敷に放置したり捨てたりせず、飼主が持ち帰り、

適正に処分してください。

　犬は、必ずロープなどでつないで散歩し、他人に危害

を加えないように注意してください。散歩中のロープな

どは、あまり長くしないでください。

■犬の放し飼いの禁止

　犬の放し飼いは、野良犬増加の原因になったり､人に

危害を加える可能性があり大変危険です。早朝や夜間に

も離してはいけません。

１. 日程及び連絡先（各町どこでも受けることができます。）

吉 田 町

向 原 町

美土里町

八千代町

甲 田 町

高 宮 町

　　各　町　日　程

４月１８日(火)～２１日(金)　

４月２５日(火)～２７日(木)　

５月　９日(火)～１２日(金)　

５月１６日(火)～１８日(木)　

５月２３日(火)～２５日(木)　

５月３０日(火)～６月２日(金)

連　絡　先

市 役 所 市 民 生 活 課

向原支所市民生活課

美土里支所市民生活課

八千代支所市民生活課

甲田支所市民生活課

高宮支所市民生活課

電話番号

４２－５６１６

４６－３１１３

５４－０３１３

５２－２１１３

４５－５１２０

５７－０３１３

２. 料金

犬　の　登　録　料

狂犬病予防注射料金

注射済票交付料金

　　合　　　計

新規登録・注射

3,000円

2,500円

　550円

6,050円

注射のみ

― 　

2,500円

　550円

3,050円

平成18年度　春の狂犬病予防注射平成18年度　春の狂犬病予防注射

市
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活
課
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吉
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分
室
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３
月
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日
に
廃
止
さ
れ
ま
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ひ
ろ
し
ま
県
民
だ
よ
り
と
広
島
県
議

会
だ
よ
り
の
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す
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こ
れ
ま
で
行
政
嘱
託
員
を
通
じ

て
配
布
し
て
い
ま
し
た
ひ
ろ
し
ま

県
民
だ
よ
り
と
広
島
県
議
会
だ
よ

り
の
配
布
方
法
が
、
４
月
か
ら
新

聞
折
込
に
変
わ
り
ま
す
。

　

新
聞
未
購
読
の
方
や
新
聞
に
折

込
広
告
が
入
ら
な
い
地
域
に
お
住

い
の
方
は
、
市
役
所
ま
た
は
各
支

所
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、

企
画
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

しょうや

こ う き

り 　 な

うらら

ぎんせい

ゆうすけ

よ　う

下
水
道
使
用
料
金

計
算
は
水
量
制
と
人
数
制
の
２
種
類
に

納
付
は
２
ヵ
月
に
１
度
に
統
一

これからの下水道使用料の計算方法（一般家庭）

使っている水は？

市の水道だけ
市の水道と井戸水

など他の水道両方

市水道なし

（他の水道だけ）

【水量制】　
市水道の使用量に
応じて計算

下水用メーターは取り付けていますか？

【水量制】　
市水道と他の水道
の使用量に応じて

計算

【人数制】　
世帯人数に応じて

計算

※農作業への利用、庭
への散布など、下水
道に流れない水が多
い場合、下水用メー
ターを取り付ける方
法で汚水量を算定す
ることができます。
（メーターは市から貸
し出し、個人取り付け）

※人数制の世帯も、下水用メーターを取り付け
ることで、水量制へ変更できます。（メーター
は市から貸し出し、個人取り付け）
※下水用メーターとは、
　・市水道以外の水量を計る場合
　・下水に流れていない水量を計る場合
　に取り付けることができるメーターのことです。

■下水道使用　料金表
【水量制】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円 / ２ヵ月）

基本使用料

20m3まで

３,１５０

21 ～ 40m3

168

41 ～ 60m3

178.5

61 ～ 100m3

189

101 ～ 200m3

210

201m3～

231

超 過 使 用 料 １ m3 に つ き

下水用メーター使用料　　　　　　　　　（円 / ２ヵ月）

口径

使用料

13mm

252

20mm

336

25mm

441

40mm

1,596

50mm

3,108

30mm

1,029

【人数制】　　　　　　　　　　　　（円 / ２ヵ月）

人　数

使用料

1 人

3,150

2 人

4,830

3 人

7,581

5 人

11,970

4 人

9,723

いる いない

※６人以上の場合
　別途料金
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月
７
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金
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（
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）

　

式
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了
後
は
、
市
交
通
安
全
運

動
推
進
隊
が
広
報
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
す
。



高宮支所地域振興課 ５７－０３１２

向原支所市民生活課 ４６－３１１３

向 原 掲 示 板
【犬・猫の引き取り】　4月5日(水)・19日(水)10：00　向原支所

美土里支所市民生活課 ５４－０３１３
【犬・猫の引き取り】4月13日（木）10：00　美土里支所

美土里掲示板

甲 田 掲 示 板
【犬・猫の引き取り】4月13日(木)11：35　甲田支所

甲田支所市民生活課 ４５－５１２０

甲田教育分室 ４５－４３１１
【移動図書】4月14日(金)・28日(金)　15：30～17：00

小田小学校、小原保育所、ケアハウス

【かみしばい会】

4月22日(土)　14：00～15：30　ミューズ

【市民セミナー輝らら】

4月19日(水)　13：00～　ミューズ

【甲田大学】

4月19日(水)　10：00～　甲田公民館ミューズ

安芸高田桜みどころマップ
安芸高田市内の桜スポットを掲載してみました。
あなたはいくつ知っていますか。

【気をつけましょう】

●持ち主、地域の方が大切に育てている桜です。傷つけては
いけません。

●ごみを出した場合は持ち帰るようにしましょう。

１．郡山公園（吉田町吉田）

２．小桜公園（吉田町多治比）

３．八千代湖周辺（八千代町土師）

４．潜龍峡ふれあいの里

　　（八千代町上根）

５．ほととぎす遊園（美土里町横田）

６．桑田の庄（美土里町桑田）

７．面山森林公園（高宮町佐々部）

８．香六ダム（高宮町羽佐竹）

９．湧永満之記念庭園（甲田町糘地）

１０．祇園さくら公園

　　（甲田町上甲立）

１１．丸山公園（向原町坂）

１２．神の倉公園（向原町有留）

2627

高宮

吉 田 掲 示 板

高 宮 掲 示 板

情 報 掲 示 板各 支 所 発

市民生活課 ４２－５６１６
【犬・猫の引き取り】

4月5日(水)・19日(水)　9：30　市役所本庁

【春の森の家族の一日】4月30日(日)　面山森林公園

内　容：タケノコ掘り、木の芽狩り、天ぷら、

　　　　よもぎもち作り 

参加費：おとな（中学生以上）3,000円

　　　　こども（小学生）2,200円

※申し込みは4月20日までに地域振興課まで

くらしの総合相談会【心配ごと相談・行政相談・人権相談】

4月6日(木)・20日(木)　10：00～15：00　

吉田人権会館 ４２－２８２６
4月　1日(土)～5日(水)　春季吉田フェスティバル

4月　8日(土)　プリンスリーグ　Ｕ－18

4月22日(土）　みつやの里　Ｕ－10交流会

4月29日(土)～30日(日)　クラブユース選手権

吉田サッカー公園 ４２－１６００

高宮教育分室 ５７－１８０３

【移動図書館】

※時間と場所が変更になる場合があります。

4月20日(木)
13：15～志部府消防団詰所前
13：45～原山４叉路
14：15～上式敷集会所
14：55～二重谷集会所
15：30～熊高組
15：50～竹貞集会所前

4月21日(金)
13：15～福田橋付近
13：40～円仏組前
14：15～信木集会所前
15：00～野々原　上川様宅前
15：25～茂谷
　　　　新田様宅車庫前

八千代掲示板
八千代支所市民生活課 ５２－２１１３

【移動図書館さわやか号】

根野地区　4月19日(水)／刈田地区　4月20日(木)

【おはなし会】4月1日(土)11：00～11：30

八千代人権福祉センター研修室

【読書会】4月8日(土)13：30～15：30

八千代人権福祉センター研修室八千代教育分室 ５２－２１１５

【犬・猫の引き取り】

4月13日(木)10：50　B&G海洋センター

【田園パラッツォ「ほっかほか祭り」】

4月9日(日)　10：00～15：00

【みんなのフリーマーケット】

4月9日(日)　10：00～15：00　田園パラッツォ前広場

※雨天の場合は田園パラッツォ内にて

【田園パラッツォ映画上映会「男たちの大和」】

4月22日(土)　田園パラッツォ文化ホール

14：00～　19：00～　2回上映

高宮支所市民生活課 ５７－０３１３
【犬・猫の引き取り】

4月13日(木) 9：00　高宮支所

　　　　　9：30　来原コミュニティセンター

高田IC

①
②

③
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